
2022

秋
No.808

1958年3月12日　第3種郵便物許可　通巻1742号（１月４月７月10月 各10日発行）　2022年10月10日発行　発行/全日本自治団体労働組合

定
年
引
き
上
げ
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12	 私を動かした「仲間の言葉」（第14回） 最終回

「働く」を自分たちで豊かにしていけることに
気付くきっかけとなった言葉
高知県本部	香南市職員労働組合　名倉	海子	さん

14	 ようこそ！わが組合事務所へ！⑦ 最終回

「本気で変えたい」２人が
みんなを巻き込む労働組合
〜組合員、地域住民のために〜
長野県本部	市立大町総合病院職員労働組合

 2022年 秋号

808
C O N T E N T S

  4 寄稿
認知心理学からみた高齢就労
神戸大学大学院	人間発達環境学研究科	准教授　増本	康平	さん

  7 インタビュー
定年引き上げは全組合員・一生の課題
組合の力ふり絞り制度化を
自治労本部	総合労働局	労働条件局長　八巻	由美

10 自治労の取り組み
65歳定年退職時代にむけ
高齢層組合員の組織化方針の確立を
――退職者会とじちろう退職者団生への結集を進めよう
自治労本部	総合組織局

16	 流体碩学（36）
オールド・ボーイズ・ネットワーク（OBN）の弊害

	 詩人・社会学者　水無田	気流	さん

18	 憲法をどう使うか？（第26回）
全逓東京中郵事件から全逓名古屋中郵事件まで
――公務員の労働基本権を考える
東京都立大学	法学部	教授　木村	草太	さん

20 困ったときの法律相談 52

管理監督職員に対する不当な懲戒処分と救済手続
自治労顧問弁護士　藤原	修身

22 Book review／編集部発

23 おもしろ？キーワード／編集後記

特集 定年引き上げ

 3 「自治労通信」のリニューアルとデジタル版の始動
自治労本部	総合企画総務局長　榎本	朋子

ⓒ岩沢蘭
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　今日も通勤電車の中では多くの人がスマートフォンの小さな画面に意識を集中させていました。一昔前
の通勤電車といえば、新聞を折り畳みながら読む人の姿が多く見られましたが、今や新聞を広げている
乗客はほとんどいません。10年足らずの間に、日常の風景が大きく変化していること、それが普通に受
け入れられていることに改めて驚きを感じます。
　今回、2022年で54年目となった「自治労通信」を大きく変える決断をしました。その第一歩がこの第
808号です。これまで、2色刷り32ページで発行してきた冊子をフルカラー24ページに変更、ページを
減らした分を新たにデジタル版として別途発行（発信）し、パソコンや携帯機器を使って閲覧するという
手法を試みることにしました。
　このリニューアルに際して、少しだけ「自治労通信」の歴史を紐解いてみ
ましょう。「自治労通信」の前身である「週刊自治通信」は、1954年2月22日
に第1号が発行され、その後、1969年2月と8月にテスト版と称した「自治労
通信」が、同年10月からは正式な「自治労通信」が発行されています。
　その「自治労通信テスト版No.2」（1969年8月10日発行）には「活動家通信
の意義と内容」として次のような記載があります。

～調査時報、自治労速報を統合して、自治労通信を新たに発刊し、これを幹部、
活動家の自宅に発送すると共に、この発送作業を通じて、幹部、活動家の登
録を行い、これにより活動家の発掘、学習活動及び大量配置、単組、県本部、
本部との連絡網の確立をはかり、産別指導と、単組闘争を直結し、「職場に労
働組合を」建設する基本活動の一環として強化する～（原文抜粋）

　「自治労通信」は、創刊当初より、「活動家」にむけた読み物として、その
時その時代の運動課題の解説、さまざまな活動の紹介などを特集として取
り上げ、単組運動の活性化に活用されてきました。
　時代が変わっていく中でも、課題を伝え、それを探求し、運動につなげ
ていく媒体として、より多くの人に「自治労通信」を届け、単組強化につな
げていくという想いは変えず、デジタルの活用も含めた新たな「自治労通信」
をスタートさせます。
　創刊当初の想いを引き継ぎつつ、「新しい一歩」を踏み出す「自治労通信」
を皆さんと一緒に育てていきたいと考えていますので、是非ご意見をお寄
せください。

▶︎�デジタル版自治労通信は、「じちろうモバイル※」を利用して2022年11月から配布す
ることを予定しています。

※じちろうモバイルとは
2021年10月にスタートした単組役員むけの情報サービスで、LINEWORKSのサービスを活用し、
単組の日常活動をサポートするための情報を掲載しています。申請により各単組ひとつの無料ア
カウントが発行されますので、利用を希望される場合は所属の各県本部にお問い合わせください。

1969年発行の「自治労通信第1号」

じちろうモバイルのコンテンツ

自治労本部自治労本部
総合企画総務局長総合企画総務局長
榎本 朋子榎本 朋子

「自治労通信」のリニューアルと
デジタル版の始動
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私
た
ち
は
何
歳
く
ら
い
ま
で
元
気
に
働
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

た
と
え
ば
、

健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
、
つ
ま
り
健
康

寿
命
は
、
男
性
が
72
・
68
歳
、
女
性
が
75
・
38

歳
で
す（
厚
生
労
働
省
「
健
康
寿
命
の
令
和
元

年
値
」、
２
０
１
９
）。
こ
れ
は
平
均
な
の
で

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
健
康
面
だ
け
を
考

え
れ
ば
多
く
の
人
は
70
歳
あ
た
り
ま
で
働
く

こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
一
方
で
、「
健
康
上

の
問
題
は
な
い
け
れ
ど
、
高
齢
に
な
っ
て
ま

で
働
き
た
く
な
い
」
と
い
う
人
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
令
和
２
年

版
高
齢
社
会
白
書
」
を
み
る
と
、
60
歳
以
上

で
現
在
収
入
の
あ
る
仕
事
を
し
て
い
る
人
の

約
９
割
は
、
65
歳
以
上
に
な
っ
て
も
働
き
た

い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
他
の
調
査
で
も
職
業
、

年
齢
、
文
化
の
違
い
を
超
え
て
、
最
大
95
％

の
人
が
経
済
的
な
理
由
が
な
く
て
も
仕
事
を

続
け
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
活
躍
を
阻
害
す
る
エ
イ
ジ
ズ
ム

　

若
年
者
人
口
が
減
少
し
、
人
手
不
足
が
深

刻
化
す
る
中
で
、
高
齢
者
の
労
働
意
欲
が
高

い
こ
と
は
労
働
力
を
確
保
す
る
意
味
で
も
良

い
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
で
す
が
、
高

齢
者
が
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
る
、
と
は
ま
だ
言
え
ま
せ
ん
。
高

齢
者
の
活
躍
を
阻
害
す
る
要
因
の
一
つ
が
エ

イ
ジ
ズ
ム
で
す
。

　
「
高
齢
者
は
全
体
的
に
能
力
が
衰
え
て
い
る

に
違
い
な
い
」「
高
齢
者
に
新
し
い
こ
と
な
ん

て
身
に
付
け
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
」
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？　

70
歳
を
超
え
て
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
勉
強
し
、
ゲ
ー
ム
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
な
ど
、
歳
を
取
っ
て
か

ら
で
も
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
目

標
を
達
成
す
る
高
齢
者
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

逆
に
、
若
い
人
で
も
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
せ
ず
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
努
力

を
し
な
い
人
も
い
る
の
で
す
か
ら
、
何
か
が

で
き
な
い
原
因
を
年
齢
に
求
め
る
こ
と
は
間

違
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
「
も
う
歳
だ
か
ら

〇
〇
で
き
な
い
」「
も
う
歳
な
の
に
〇
〇
す
る

な
ん
て
」と
い
っ
た
年
齢
を
理
由
に
し
た
根
拠

の
な
い
思
い
込
み
や
偏
見
は
、
エ
イ
ジ
ズ
ム

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
、
新
聞
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
は
認

知
症
予
防
、
が
ん
予
防
、
生
活
習
慣
病
予
防

と
い
っ
た
疾
病
予
防
に
関
す
る
情
報
を
よ
く

取
り
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
報
は
、
生

活
改
善
や
、
病
気
予
防
の
点
で
は
有
用
で
す
が
、

同
時
に
歳
を
取
る
と
病
気
に
な
る
、
機
能
が

認知心理学からみた
高齢就労
働く高齢職員が増える中で、高齢者が生き生きと働ける環境を整え
るためには、高齢者に対する理解を深めることが大切だ。本稿では、
働く高齢者の心理について考察する。

公
務
員
の
定
年
引
き
上
げ
が
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
社
会
全
体

で
就
業
期
間
が
延
長
さ
れ
、
働
く
高
齢
者
が
増
え
る
中
で
、
高
齢
者
が
活
躍
し
、

若
い
世
代
と
と
も
に
働
く
職
場
を
つ
く
る
た
め
に
、
組
合
が
取
り
組
む
べ
き
課
題

は
何
か
。
高
齢
者
の
心
理
、
自
治
体
で
の
制
度
づ
く
り
と
運
用
、
組
合
員
と
し
て

の
組
織
化
の
３
つ
の
側
面
か
ら
考
え
る
。

神
戸
大
学
大
学
院 

人
間
発
達
環
境
学
研
究
科

准
教
授

増ま
す

本も
と 

康こ
う

平へ
い 

さ
ん

1977年、大阪府生まれ。神戸大学大学院人間発
達環境学研究科准教授。博士（人間科学）。専門
分野は、高齢者心理学、認知心理学、神経心理学。
近著に「老いと記憶 加齢で得るもの、失うもの」（中
公新書/2018年）。

特集
寄稿
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特集

衰
え
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
含
み
ま
す
。
一

方
で
、
老
い
に
適
応
し
、
素
晴
ら
し
い
仕
事

を
成
し
遂
げ
、
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い

る
高
齢
者
を
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
る
こ
と

は
少
な
く
、
老
い
に
対
す
る
肯
定
的
な
情
報

を
得
る
機
会
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
記
憶
機
能
が
加
齢
と
と
も
に
衰

え
る
こ
と
を
、
多
く
の
人
は
知
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
記
憶
の
中
で
も
「
知
識
」
は
高
齢
者

の
方
が
若
年
者
よ
り
も
優
れ
て
い
る
こ
と
を

知
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
図
は
、
横
軸

が
年
齢
を
、
縦
軸
は
知
識
の
テ
ス
ト
の
成
績

を
示
し
て
い
ま
す
。
知
識
は
経
験
に
よ
っ
て

蓄
え
ら
れ
ま
す
。
経
験
の
多
い
高
齢
者
が
若

年
者
よ
り
も
知
識
を
有
し
て
い
る
の
は
必
然

で
す
。
ま
た
、
知
識
は
脳
全
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
特
定

の
脳
機
能
の
低
下
の
影
響
を
受
け
に
く
い
の

で
す
。

　

老
い
に
対
す
る
否
定
的
な
情
報
に
多
く
さ

ら
さ
れ
る
と
、
意
識
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

エ
イ
ジ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
本
稿
で
は
、

老
い
に
対
す
る
誤
っ
た
認
識
を
取
り
上
げ
、

老
い
が
私
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た

ら
す
の
か
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
記
憶
力
の
低
下
＝
仕
事
が
で
き
な
く
な
る
」

で
は
な
い

　
「
人
の
名
前
を
忘
れ
る
」「
も
の
を
置
い
た
場

所
を
忘
れ
る
」「
漢
字
が
思
い
出
せ
な
い
」、
高

齢
者
の
多
く
が
訴
え
る
日
常
生
活
の
物
忘
れ

で
す
。
こ
の
よ
う
な
物
忘
れ
が
増
え
る
と
、

自
信
を
な
く
し
た
り
、
歳
を
取
る
こ
と
に
不

安
を
抱
い
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
は
高
齢
者
だ
け
の
問
題
な
の

で
し
ょ
う
か
？　

私
の
講
義
を
受
講
す
る
大

学
生
に
高
齢
者
の
記
憶
愁
訴
の
リ
ス
ト
を
見
せ
、

そ
の
リ
ス
ト
に
あ
る
物
忘
れ
を
直
近
１
週
間

で
経
験
し
た
人
に
手
を
あ
げ
さ
せ
る
と
、
写

真
の
よ
う
に
９
割
の
学
生
が
手
を
あ
げ
ま
す
。

記
憶
力
が
最
も
高
い
20
歳
前
後
の
大
学
生
で

さ
え
、
日
々
の
生
活
の
中
で
頻
繁
に
物
忘
れ

を
す
る
の
で
す
。

　

記
憶
に
関
す
る
研
究
は
、
記
憶
が
情
報
を

大
量
に
正
確
に
記
録
す
る
よ
う
に
で
き
て
い

な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
示
し
て
い
ま
す
。
記

憶
は
も
と
も
と
曖
昧
で
あ
り
、
若
い
世
代
で

あ
っ
て
も
、
記
憶
に
頼
っ
て
覚
え
よ
う
と
努

力
す
る
だ
け
で
は
、
物
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
す
。
物
忘
れ
や
し
忘
れ
を
防

ぐ
最
も
良
い
方
法
は
、
覚
え
て
い
な
く
て
も

思
い
出
せ
な
く
て
も
対
処
で
き
る
よ
う
に
、

メ
モ
や
手
帳
、
携
帯
電
話
の
リ
マ
イ
ン
ダ
ー

な
ど
記
憶
補
助
ツ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と
で
す
。

予
定
を
忘
れ
な
い
よ
う
、
手
帳
を
使
用
し
て

い
る
人
は
多
い
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
が
行
っ

た
研
究
で
も
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
の
物
忘

れ
は
、
記
憶
検
査
の
得
点
で
説
明
で
き
ず
、

記
憶
補
助
ツ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
る
か
ど
う

か
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
し
た
。
認
知
症

に
な
れ
ば
、
15
分
前
の
こ
と
も
思
い
出
せ
な

い
ほ
ど
物
忘
れ
は
顕
著
に
な
り
ま
す
が
、
加

齢
に
伴
い
増
加
す
る
日
常
生
活
の
物
忘
れ
は

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
防
ぐ
こ
と
が
可
能
な

の
で
す
。

　

ま
た
最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普

及
し
、
大
量
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
登
場
で
、
い
つ
で
も
好
き

な
時
に
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
人
の
記
憶
容

量
を
は
る
か
に
超
え
た
、
桁
違
い
の
量
の
情

報
を
誰
で
も
扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
は
、
高
齢

者
の
記
憶
機
能
の
衰
え
を
カ
バ
ー
す
る
上
で

非
常
に
有
用
で
す
。
歳
を
取
る
と
、
新
し
い

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
億
劫
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
身
に
つ
け
た

ス
キ
ル
は
歳
を
取
っ
て
も
維
持
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
高
齢
に
な
る
前
か
ら
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
使
い
方
を
学
ぶ
機
会
を
持
つ
こ
と
は
、

今
後
さ
ら
に
重
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

年
寄
り
は
怒
り
っ
ぽ
い
？

　
「
歳
を
取
る
と
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
」
と
い
う

話
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
一
つ

は
、
若
年
者
で
も
怒
り
っ
ぽ
い
人
は
い
ま
す
が
、

高
齢
者
人
口
が
増
え
た
た
め
、
怒
り
っ
ぽ
い

高
齢
者
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
二
つ
目
は
、

昔
よ
り
も
寿
命
が
伸
び
た
た
め
、
感
情
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
る
タ
イ

高齢者の記憶愁訴リストにある物忘れを9割の大学生が最近経験している

特集 定年引き上げ
図　言語的な知識は加齢とともに低下しない

※出所：�Park,�D.�C.�et�al.� (2002).�Models�of�visuospatial�and�verbal�memory�
across�the�adult�life�span.�Psychology�and�aging,�17(2),�299�-�320.を改編

標
準
化
得
点

標
準
化
得
点

1.51.5

00

-0.5-0.5

-1-1

-1.5-1.5
20歳20歳代代 30歳30歳代代 40歳40歳代代 50歳50歳代代

年齢群年齢群
60歳60歳代代 70歳70歳代代 80歳80歳代代

11

0.50.5

言語的知識（意味記憶）言語的知識（意味記憶）



6自治労通信　2022 秋

プ
の
認
知
症
の
方
が
増
え
た
。
三
つ
目
は
、

独
居
高
齢
者
の
増
加
、
年
金
な
ど
の
経
済
的

な
不
安
、
長
寿
に
よ
る
健
康
不
安
と
い
っ
た

高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
以
前
と
比
べ
て

厳
し
く
な
り
、
怒
り
っ
ぽ
い
高
齢
者
が
増
え
た
。

た
だ
、
こ
れ
ら
三
つ
の
理
由
は
、
歳
を
取
っ

た
こ
と
が
直
接
的
な
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

む
し
ろ
、
感
情
に
関
す
る
機
能
は
加
齢
と

と
も
に
高
ま
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

感
情
機
能
に
は
大
き
く
分
け
る
と
、
感
情

の「
知
覚
」「
理
解
」「
使
用
」「
管
理
」の
４
つ
が

あ
り
ま
す
。「
知
覚
」
と
は
、
声
・
表
情
な
ど

か
ら
他
人
の
感
情
状
態
を
把
握
す
る
能
力
で

す
。「
理
解
」と
は
、
感
情
に
つ
い
て
の
知
識
や
、

感
情
や
そ
の
変
化
が
持
つ
意
味
を
理
解
す
る

能
力
を
指
し
ま
す
。「
使
用
」
と
は
、
目
標
達

成
の
た
め
に
感
情
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
た

と
え
ば
、
課
題
を
達
成
す
る
た
め
に
気
持
ち

を
焦
ら
せ
る
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
管
理
」は
、

動
揺
し
て
い
る
と
き
に
自
分
自
身
を
落
ち
着

か
せ
た
り
、
落
ち
込
ん
で
い
る
人
を
元
気
付

け
た
り
す
る
な
ど
、
自
分
と
他
者
の
感
情
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
研
究
は
、
４
つ
の
す
べ
て
の
要
素
に
お
い
て
、

高
齢
者
が
若
年
者
よ
り
も
優
れ
て
い
る
、
あ

る
い
は
、
少
な
く
と
も
若
年
者
と
同
等
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
実
際
、
歳
を
重

ね
る
に
つ
れ
、
仕
事
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を
う

ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
、
燃
え
尽
き
症
候

群
に
な
り
に
く
い
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
だ
け
で
な
く
周
り
に
対
し
て
気

配
り
が
で
き
る
た
め
、
職
場
で
の
衝
突
を
回

避
で
き
、
顧
客
の
満
足
度
が
高
い
と
い
う
結

果
も
あ
り
ま
す
。

　

仕
事
の
多
く
は
一
人
で
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
部
下
や
同
僚
、
上
司
と
の
良

好
な
関
係
、
顧
客
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

素
早
く
正
確
に
情
報
を
処
理
す
る
た
め
の
認

知
機
能
よ
り
も
、
相
手
に
共
感
し
た
り
、
問

題
が
生
じ
て
も
感
情
的
に
な
ら
ず
冷
静
に
対

処
し
た
り
、
相
手
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え

た
り
す
る
た
め
の
感
情
機
能
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
感
情
機
能
が
重
視
さ
れ

る
仕
事
は
、
高
齢
者
の
方
が
得
意
な
場
合
も

多
い
の
で
す
。

歳
を
取
る
と
判
断
は
鈍
る
？

　

私
た
ち
が
何
か
を
選
択
す
る
際
、
頭
の
中

で
は
大
き
く
２
種
類
の
判
断
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
つ
は
、
好
き
か
嫌
い
か
、
良
い
か
悪
い
か
と

い
っ
た
感
情
的
・
直
感
的
な
判
断
、
も
う
一
つ

は
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
討
す
る
分

析
的
・
論
理
的
な
判
断
で
す
。

　

誰
し
も
、
即
決
が
求
め
ら
れ
考
え
る
余
裕

が
な
い
状
況
や
、
選
択
肢
が
多
数
あ
る
状
況
、

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
選
択
を
行
う

状
況
で
は
、
誤
っ
た
判
断
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
分
析
的
・
論
理
的
な
判
断
が
で
き
ず
、

感
情
・
直
感
的
な
判
断
に
頼
っ
て
し
ま
う
か
ら

で
す
。
と
く
に
歳
を
取
る
と
、
分
析
的
・
論
理

的
判
断
の
基
盤
と
な
る
認
知
機
能
が
低
下
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
余
裕
が
な
い
状
況
で
の

判
断
の
誤
り
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
は
若
年
者
と
比
較
し
て
、
自
分
が
持
っ

て
い
る
知
識
を
過
大
評
価
す
る
傾
向
が
あ
る

た
め
、
助
言
を
受
け
入
れ
に
く
く
な
る
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
直
感
は
、
長
い
人
生
の
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
や
長
年
に
わ
た
る
訓
練
に
よ
っ
て

培
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
も
経
験
を
積
む
こ
と
で
上
達
し
ま
す
。
直

感
・
感
情
的
な
判
断
は
高
齢
に
な
っ
て
も
比
較

的
維
持
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
一
般

的
に
は
複
雑
な
判
断
を
求
め
ら
れ
る
課
題
で

あ
っ
て
も
、
経
験
を
生
か
す
こ
と
の
で
き
る

場
合
、
経
験
が
少
な
い
若
年
者
よ
り
迅
速
で

適
切
な
判
断
が
可
能
で
す
。

　

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
集
ま
る
将
棋
の
世
界
で
、

加
藤
一
二
三
さ
ん
は
77
歳
ま
で
現
役
を
続
け

ら
れ
ま
し
た
。
将
棋
の
よ
う
な
特
殊
な
仕
事

で
な
く
て
も
、
訓
練
に
基
づ
い
た
技
能
や
経

験
に
基
づ
い
た
判
断
が
必
要
と
な
る
仕
事
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
70
歳
前
後
ま
で
で
あ

れ
ば
高
い
水
準
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
研
究

か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
齢
に
よ
る
変
化
を
知
る
こ
と
の
大
切
さ

　

以
前
、
学
生
か
ら
「
歳
を
取
っ
た
ら
記
憶

力
が
落
ち
、
結
局
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
忘
れ

て
し
ま
う
の
に
、
勉
強
を
す
る
意
味
が
あ
る

の
で
す
か
？
」と
質
問
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
質
問
に
は
悪
意
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
は
、
自
分
が
エ
イ
ジ

ズ
ム
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
自
覚
し
て
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
私
は
こ
の

学
生
が
高
齢
に
な
っ
た
時
の
こ
と
が
心
配
に

な
り
ま
し
た
。
エ
イ
ジ
ズ
ム
は
他
の
偏
見
と

は
異
な
り
ま
す
。
偏
見
の
対
象
が
他
者
に
限

定
さ
れ
な
い
の
で
す
。
老
い
に
対
す
る
偏
見
は
、

自
分
が
歳
を
取
っ
た
時
に
自
分
自
身
に
対
す

る
過
小
評
価
に
つ
な
が
り
ま
す
。
自
分
自
身

に
対
す
る
否
定
的
な
評
価
は
、
精
神
的
健
康

の
悪
化
や
生
活
意
欲
の
低
下
、
記
憶
を
含
む

認
知
機
能
の
低
下
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、

疾
患
か
ら
の
回
復
を
損
な
い
、
寿
命
に
さ
え

悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

老
い
に
対
し
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
は
、

自
分
自
身
に
向
け
る
エ
イ
ジ
ズ
ム
を
回
避
し
、

歳
を
重
ね
て
も
活
躍
で
き
る
と
い
う
気
持
ち

を
醸
成
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
を
雇
用
す

る
側
と
し
て
は
、
適
切
な
知
識
を
持
つ
こ
と

が
高
齢
者
の
力
を
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
を

整
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
認
知
機
能
、
身
体
機
能
は

衰
え
ま
す
。
で
す
が
、
70
歳
前
後
ま
で
維
持

さ
れ
若
年
者
よ
り
も
優
れ
て
い
る
機
能
も
あ

り
ま
す
。「
ま
だ
ま
だ
頑
張
れ
る
！
」
と
思
っ

て
い
る
高
齢
職
員
に
成
長
す
る
機
会
を
与
え

る
こ
と
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
仕
事
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
よ
う
な
高
齢
職
員
の
存
在
は
、

若
い
世
代
へ
の
刺
激
に
な
り
、
老
い
る
こ
と

に
対
す
る
良
い
印
象
の
形
成
に
も
つ
な
が
る

は
ず
で
す
。
高
齢
ま
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
作
る
に
は
、
老
い
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

側
面
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

参考図書：増本康平（2018）「老いと記憶」中央公論新社



定
年
引
き
上
げ
は
全
組
合
員
・一
生
の
課
題

組
合
の
力
ふ
り
絞
り
制
度
化
を

地
方
公
務
員
の
定
年
の
段
階
的
引
き
上
げ
が
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
組
合
員
の
働
き
方
、
職
業
生
活
の
設
計

を
大
き
く
変
え
る
こ
の
制
度
の
導
入
と
運
用
に
あ
た
っ
て
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。
自
治
労
本
部
総
合
労
働
局
の
八
巻

由
美
労
働
条
件
局
長
が
解
説
す
る
。
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制
度
ス
タ
ー
ト
は
来
年
４
月

急
が
れ
る
自
治
体
で
の
条
例
化

―
―
定
年
引
き
上
げ
の
自
治
体
条
例
化
の
進
捗

状
況
は
ど
う
で
す
か
。

　

総
務
省
の
調
査
で
は
、
定
年
引
き
上
げ
に
関

す
る
自
治
体
条
例
の
上
程
時
期
は
、
９
月
議
会

を
予
定
し
て
い
る
と
し
て
い
る
の
が
ま
だ
都
道

府
県
、
政
令
市
の
４
分
の
３
、
市
区
町
村
の
３

分
の
１
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
市
区
町
村
は
都
道
府

県
の
動
向
を
見
て
か
ら
動
く
傾
向
が
あ
る
た
め
、

さ
ら
に
遅
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。
当

局
側
の
動
き
が
鈍
い
よ
う
で
す
が
、
国
の
制
度

は
２
０
２
３
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
、

地
方
も
こ
れ
に
遅
れ
な
い
よ
う
、
条
例
化
を
急

い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
労
使
で
確
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
定
年
引
き
上
げ
は
組
合
員
全
員
に
関
わ

り
、
職
業
生
活
・
人
生
設
計
に
深
く
影
響
す
る

課
題
で
す
。
当
事
者
の
制
度
理
解
が
不
十
分
で

労
使
交
渉
・
協
議
も
整
わ
な
い
ま
ま
に
制
度
を

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
今
か
ら
し
っ

か
り
と
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
―
制
度
導
入
に
む
け
た
総
務
省
の
通
知
や
、

自
治
労
本
部
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
指
針
な

ど
の
提
供
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

総
務
省
は
２
０
２
２
年
３
月
18
日
に
は
「
定

年
引
上
げ
に
伴
う
条
例
例
及
び
規
則
例
等
の
整

備
に
つ
い
て
」（
総
行
公
第
20
号
）、
３
月
31
日

に
は
「
地
方
公
務
員
の
定
年
引
上
げ
に
向
け
た

留
意
事
項
に
つ
い
て（
通
知
）」（
総
行
公
第
25

号
）、
４
月
14
日
に
は「
定
年
引
上
げ
に
伴
う
退

職
手
当
及
び
退
職
管
理
に
関
す
る
条
例
等
の
整

備
に
つ
い
て（
通
知
）」（
総
行
給
第
23
号
）を
出

し
て
、
条
例
化
を
促
し
て
い
ま
す
。
８
月
17
日

に
は
「
定
年
引
上
げ
の
実
施
に
向
け
た
質
疑
応

答
」第
６
版
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
24
日
に
は
「
地
方
公
務
員
の
定

年
引
上
げ
に
伴
う
定
員
管
理
に
関
す
る
基
本
的

な
考
え
方
及
び
留
意
事
項
等
に
つ
い
て（
通
知
）」

（
総
行
給
第
48
号
）を
発
し
、
定
年
引
き
上
げ
期

間
中
の
新
規
採
用
や
定
員
管
理
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
研
究
会
報
告
を
添
え
て
方
向
性
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

自
治
労
本
部
も
２
０
２
１
年
９
月
16
日
時
点

で
、「
地
方
公
務
員
の
定
年
引
き
上
げ
に
係
る
Ｑ

＆
Ａ
」
を
発
行
し
て
以
降
、
臨
時
会
議
を
含
め

た
労
働
条
件
担
当
者
会
議
、
ウ
ェ
ブ
学
習
会
の

開
催
な
ど
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
活

用
し
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

２
年
ご
と
に
１
歳
ず
つ
定
年
年
齢
が

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

―
―
改
め
て
制
度
の
概
要
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
課
題
が
生

じ
る
の
か
整
理
し
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

定
年
年
齢
を
65
歳
と
し
、
２
０
２
３
年
度
か

ら
２
年
に
１
歳
ず
つ
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
制
度
完
成
は
２
０
３
２
年
度
で
す
。
こ

の
た
め
、
１
年
お
き
に
定
年
で
退
職
す
る
人
が

い
な
い
年
が
発
生
し
ま
す
。
61
歳
で
定
年
退
職

す
る
人
が
最
初
に
出
る
の
は
２
０
２
４
年
３
月

末
、
65
歳
で
定
年
退
職
す
る
人
が
出
る
の
は

２
０
３
３
年
３
月
末
で
す（
図
表
１
参
照
）。

　

こ
こ
か
ら
、
大
き
く
三
つ
の
課
題
が
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
中
長
期
的
な
職
場
の
人
員
配
置
、

定
員
管
理
を
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
う
課
題
で

す
。
計
画
的
な
採
用
は
、
高
齢
職
員
の
知
識
や

技
術
・
経
験
を
引
き
継
ぎ
、
良
質
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
上
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

２
点
目
は
、
60
歳
以
上
の
職
員
の
働
き
方
、

働
き
が
い
、
労
働
安
全
衛
生
な
ど
で
す
。
60
歳

以
上
の
職
員
に
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
常
勤
職
員
、「
高

齢
者
部
分
休
業
」
中
の
常
勤
職
員
、「
定
年
前
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」「
暫
定
再
任
用
職
員
」

と
い
う
具
合
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
勤
務
形
態
の
職

員
が
同
じ
職
場
に
混
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
職
務
を
ど
う
す
る
の
か
、
職
務
に
み
あ
っ

た
賃
金
を
ど
う
す
る
の
か
、
働
く
意
欲
を
維
持

し
、
高
齢
職
員
の
肉
体
的
・
精
神
的
な
健
康
に

ど
う
配
慮
す
る
の
か
な
ど
の
課
題
で
す
。

　

３
点
目
は
、
定
年
引
き
上
げ
に
伴
い
、
60
歳

で
管
理
職
か
ら
降
任
す
る
「
役
職
定
年
制
」
の

導
入
に
伴
い
、
元
管
理
職
の
処
遇
や
職
務
、
級

へ
の
格
付
け
に
関
わ
る
交
渉
課
題
も
生
じ
ま
す
。

定
年
引
き
上
げ
の
期
間
中
も

計
画
的
な
新
規
採
用
が
必
要

―
―
こ
れ
ら
の
課
題
の
う
ち
、
新
規
採
用
や
定

自
治
労
本
部 

総
合
労
働
局

労
働
条
件
局
長

八
巻 

由
美

定年引き上げ

インタビュー
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員
管
理
の
課
題
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

全
員
が
65
歳
定
年
と
な
る
制
度
完
成
ま
で
は
、

定
年
で
退
職
す
る
人
が
２
年
お
き
に
し
か
発
生

し
ま
せ
ん
。
仮
に
、
退
職
者
が
い
な
い
か
ら
と

２
年
に
一
度
し
か
新
規
採
用
を
し
な
い
場
合
に

は
、
後
継
者
の
育
成
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

の
維
持
に
支
障
を
来
し
ま
す
。

　

定
年
引
き
上
げ
の
期
間
中
で
も
、

継
続
的
な
新
規
採
用
の
確
保
が
必

要
で
す
。
複
数
年
で
採
用
人
数
の

均
衡
を
は
か
る
な
ど
、
中
長
期
的

な
視
点
か
ら
、
計
画
を
考
え
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
総
務
省
は
、「
業
務

量
に
応
じ
て
人
員
を
適
正
に
配
置

す
る
」
こ
と
を
定
員
管
理
の
趣
旨
と

し
て
お
り
、
将
来
の
行
政
運
営
に

支
障
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
退
職

者
数
を
上
回
る
採
用
も
許
容
し
て

い
ま
す
。

　

効
果
的
な
計
画
を
作
る
た
め
に
は
、

職
場
ご
と
職
種
ご
と
に
現
状
を
把

握
し
、
中
長
期
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

高
齢
職
員
に
さ
ま
ざ
ま
な

勤
務
形
態
が
混
在

問
わ
れ
る
職
務
と
処
遇
の

バ
ラ
ン
ス

―
―
今
の
再
任
用
制
度
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。
ま
た
、
定
年
引
き
上

げ
と
再
任
用
の
大
き
な
違
い
は
ど

こ
で
し
ょ
う
か
。

　

60
歳
以
上
に
定
年
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
職
員
は
、
原
則
フ
ル
タ
イ
ム
の

常
勤
職
員
で
す
。
期
末
・
勤
勉
手
当

の
支
給
月
数
は
60
歳
前
の
職
員
と
同
じ
で
す
。

同
様
に
、
地
域
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
な
ど
一

定
率
を
給
料
月
額
に
乗
じ
る
手
当
は
、
手
当
の

率
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
基
礎
額
は
７
割
に
な
っ

た
給
料
月
額
と
な
り
ま
す
。
他
方
、
扶
養
手
当
、

住
居
手
当
な
ど
は
、
60
歳
ま
で
の
職
員
と
変
わ

り
ま
せ
ん（
図
表
2
参
照
）。

　

現
在
の
再
任
用
制
度
は
、
制
度
完
成
ま
で
は

「
暫
定
再
任
用
制
度
」と
し
て
残
り
ま
す
。
賃
金

水
準
や
勤
務
時
間
な
ど
の
制
度
内
容
は
従
前
の

再
任
用
制
度
と
同
じ
で
す
。
本
人
が
希
望
す
れ

ば
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
定
年
年
齢
か
ら
65
歳
ま

で
の
間
、
１
年
任
期
を
更
新
し
て
任
用
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
多
く
の
自
治
体
で
は
給
料

の
格
付
け
が
、
定
年
退
職
時
の
級
よ
り
低
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
再
任
用
職
員
の
期
末
・
勤
勉
手

当
は
支
給
月
数
も
少
な
く
な
り
ま
す
し
、
扶
養

手
当
な
ど
、
不
支
給
の
手
当
も
あ
り
ま
す
。

　

総
合
的
に
見
て
、
賃
金
面
で
は
再
任
用
職
員

よ
り
も
60
歳
超
の
常
勤
職
員
の
水
準
の
方
が
優

位
に
な
り
ま
す
。
年
齢
や
キ
ャ
リ
ア
が
近
い
再

任
用
職
員
と
60
歳
超
の
常
勤
職
員
が
、
同
じ
職

場
で
働
く
の
に
賃
金
の
差
が
大
き
い
こ
と
は
、

不
公
平
感
を
生
み
か
ね
ま
せ
ん
。
自
治
労
と
し

て
は
、
既
存
の
再
任
用
職
員
、
暫
定
再
任
用
職

員
の
賃
金
を
、
退
職
時
と
同
様
の
職
務
・
級
に

格
付
け
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

　

高
齢
職
員
の
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
衰
え

図表2●定年引き上げと再任用の賃金水準比較（国家公務員）

60歳超の常勤職員 再任用職員
（フルタイム勤務）

俸給（給料） 俸給月額の70％ 単一号俸

参考　行（一）５級
（*70％を乗じる前の額）

203,500～275,100円
（*290,700～393,000円） 289,700円

参考　行（一）４級
（*70％を乗じる前の額）

186,200～266,700円
（*266,000～381,000円） 274,600円

地域手当 〇 〇

超過勤務手当 〇 〇

休日給 〇 〇

夜勤手当 〇 〇

期末手当
（年間支給月数） 〇（240/100） 〇（135/100）

勤勉手当
（年間支給月数） 〇（200/100） 〇（95/100）

扶養手当 〇 ×
住居手当 〇 ×
通勤手当 〇 〇

単身赴任手当 〇 〇

特殊勤務手当 〇 〇

宿日直手当 〇 〇

寒冷地手当 〇 ×
*比較した手当は主なもののみ
*俸給月額、期末手当および勤勉手当の年間支給月数は2022年度
*再任用職員の地域手当のうち特例的に支給されるもの（異動保障等）は不支給
*�再任用短時間勤務職員については、再任用フルタイム勤務職員に支給される手当
と同額とすることが合理的でないと認められる手当等（俸給の調整額等）の支給
額については、短時間勤務職員の勤務時間数等を考慮した額

定年前再任用
短時間勤務職員

●定年前再任用短時間勤務
職員の給与は、現行の再
任用職員の取り扱いと同
じ
●60歳超の常勤職員に支
給される扶養手当や住居
手当などが支給されない

●期末・勤勉手当の支給月
数も異なる

高齢者部分休業職員

●60歳超の高齢者部分休
業の職員の給与の取り扱
いについては、60歳超
の常勤職員と同じ。１時
間当たりの給与等を減額
（給与期間の勤務しなかっ
た全時間数によって計算）
●勤務成績が特に良好であ
る場合には昇給が可能（２
号俸）

図表１●定年引き上げ年齢早見表
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特集

に
配
慮
し
な
が
ら
、
働
く
意
欲
が
持
て
る
職
務

内
容
や
職
場
で
の
配
置
を
工
夫
す
る
こ
と
が
課

題
に
な
る
点
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
再
任
用
職
員

と
60
歳
超
の
常
勤
職
員
の
働
き
方
の
課
題
に
は
、

共
通
点
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
再
任
用
制
度

を
積
極
的
に
運
用
し
て
き
た
自
治
体
で
は
、
そ

の
経
験
を
踏
ま
え
た
対
応
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
小
規
模
な
自
治
体
で
は
、
再
任
用
制

度
が
あ
っ
て
も
運
用
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
再
任
用
職
員
が
い
て
も
人
数
が
少

な
く
、
短
時
間
の
補
助
的
な
業
務
に
限
定
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
実
態
に

あ
る
職
場
で
は
、
60
歳
以
上
の
職
員
が
一
気
に

増
え
る
の
は
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
こ
と
で
す
。

個
々
の
自
治
体
の
、
職
種
・
職
場
の
実
情
に
あ
わ

せ
て
、
条
件
整
備
を
は
か
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

―
―
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
、
高
齢

者
部
分
休
業
制
度
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

定
年
の
引
き
上
げ
後
は
、
健
康
上
、
人
生
設

計
上
の
理
由
な
ど
で
短
時
間
勤
務
の
ニ
ー
ズ
が

増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
は
、
60

歳
を
越
え
て
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
定
年
年
齢
前

の
期
間
に
再
任
用
さ
れ
て
短
時
間
で
勤
務
す
る

職
員
の
こ
と
で
す
。
60
歳
前
に
退
職
し
た
人
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
60
歳
以
降
に
退
職
し
一

定
期
間
を
置
い
た
後
で
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
に
な
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
定
年
退

職
日
相
当
日
よ
り
前
に
退
職
し
た
元
定
年
前
再

任
用
職
員
が
、
定
年
退
職
日
相
当
日
ま
で
の
期

間
で
あ
れ
ば
再
度
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

と
な
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

高
齢
者
部
分
休
業
制
度
と
は
、
高
齢
職
員
の

多
様
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
制
度
で
す
。
地

方
公
務
員
法
上
は
す
で
に
あ
る
制
度
で
す
が
、

導
入
し
て
い
な
い
自
治
体
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
機
に
制
度
化
を
進
め
ま
す
。
定
年
前
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
の
違
い
は
、
高
齢
者

部
分
休
業
制
度
で
は
身
分
は
常
勤
職
員
で
あ
り
、

フ
ル
タ
イ
ム
に
復
帰
す
る
こ
と
も
で
き
る
点
で
す
。

　

短
時
間
勤
務
を
希
望
す
る
高
齢
職
員
が
、
二

つ
の
制
度
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
た
上
で
選
択

で
き
る
よ
う
、
当
局
も
組
合
も
、
制
度
を
当
事

者
に
よ
く
説
明
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

役
職
定
年
制
の
実
施
で
は

再
組
合
員
化
と
給
料
格
付
け
が
課
題
に

―
―
60
歳
時
点
で
管
理
職
で
あ
っ
た
職
員
の
扱

い
と
、
こ
れ
に
伴
う
課
題
は
い
か
が
で
す
か
。

　
「
役
職
定
年
制
」（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年

齢
制
）
を
導
入
し
ま
す
の
で
、
60
歳
で
管
理
職

か
ら
降
任
し
非
管
理
職
に
異
動
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
管
理
職
に
同
じ
人
が
長
く
在
職
す

る
と
、
若
手
・
中
堅
職
員
の
昇
進
機
会
が
減
り
、

組
織
の
活
力
を
損
な
い
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
こ
か

ら
、
二
つ
の
課
題
が
生
じ
ま
す
。

　

一
つ
は
、
そ
の
元
管
理
職
は
組
合
員
の
対
象

職
員
に
戻
る
わ
け
で
す
か
ら
、
ま
た
組
合
に
加

入
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
の
再
任
用
職
員
の
場
合
も
同
じ
で
す

が
、
管
理
職
を
経
験
し
た
人
は
再
び
組
合
に
加

入
す
る
こ
と
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
と
言
わ
れ

ま
す
。
単
組
に
よ
っ
て
は
、
再
任
用
職
員
を
組

織
化
対
象
に
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

組
合
員
は
多
い
ほ
ど
職
場
で
の
影
響
力
が
高
ま

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
取

り
組
み
を
強
化
し
ま
し
ょ
う（
方
針
詳
細
は
別

稿
）。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、「
管
理
職
」
の
範
囲
を

拡
大
し
て
捉
え
る
当
局
が
い
る
こ
と
で
す
。
本

来
、
管
理
職
で
は
な
い
、
組
合
員
の
対
象
範
囲

の
人
が
、
管
理
職
と
同
じ
級
に
格
付
け
さ
れ
て

い
る
場
合
、
役
職
定
年
で
降
格
と
な
る
管
理
職

と
一
括
り
に
し
て
降
格
す
る
と
言
い
出
す
事
例

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
制
度
の
趣
旨
を
逸
脱
し
た
理
解
で
す

の
で
、
交
渉
で
跳
ね
返
し
ま
し
ょ
う
。
総
務
省

の「
定
年
引
上
げ
の
実
施
に
向
け
た
質
疑
応
答
」

第
６
版
の
中
で
も
、
非
管
理
監
督
職
職
員
に
つ

い
て
、
役
職
定
年
と
同
様
に
降
給
さ
せ
る
な
ど

の
条
例
の
規
定
は
「
違
法
ま
た
は
不
適
切
」
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
降
任
さ
れ

た
元
管
理
職
を
、「
従
前
と
同
一
の
職
制
上
の
段

階
・
号
給
内
の
非
管
理
職
に
転
任
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
対
応
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
」
と
も
言
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
必
ず
し
も
降
任
ま
た
は

降
給
を
伴
う
転
任
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
役
職
定
年
に
伴
っ
て
組
合
員
の
到
達

級
を
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
提
案
が
一
部
で
見

ら
れ
ま
す
。
自
治
労
と
し
て
は
こ
れ
を
認
め
ず
、

逆
に
組
合
員
の
到
達
級
を
引
き
上
げ
る
交
渉
を

進
め
ま
す
。
こ
こ
で
は
「
等
級
別
基
準
職
務
表
」

の
条
例
改
正
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
自
治
労
の

「
地
方
公
務
員
の
定
年
引
き
上
げ
に
係
る
Ｑ
＆
Ａ
」

で
は
、
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
ま
す
。

◆�

同
じ
級
に
管
理
職
と
非
管
理
職
が
混
在
し
て

い
る
場
合
、
管
理
職
を
役
職
定
年
さ
せ
た
ら

ど
の
級
に
位
置
付
け
れ
ば
い
い
の
か
？

　

例
）�６
級
に
課
長
と
課
長
補
佐
が
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
場
合

【
答
】
例
の
場
合
、
ラ
イ
ン
職
で
あ
る
課
長
か
ら

外
し
た
上
で
、
６
級
相
当
の
ス
タ
ッ
フ
職
に
つ

け
る
こ
と
が
適
当
だ
と
考
え
る
。
役
職
定
年
の

議
論
に
際
し
て
、
組
合
員
の
到
達
級
を
下
げ
な

い
た
め
に
も
、
安
易
に
６
級
課
長
補
佐
を
な
く

す
方
向
の
議
論
と
な
ら
な
い
よ
う
に
留
意
が
必
要
。

　

な
お
、
一
つ
の
級
に
二
つ
以
上
の
異
な
る
職

務
を
充
て
る
こ
と
に
つ
い
て
、
総
務
省
か
ら
介

入
指
導
が
入
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
運
用
に
総
務
省
が

是
正
を
求
め
て
い
る
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、
総
務
省
が
問
題
視
し
て
い
る
「
わ
た
り
」

に
は
あ
た
り
ま
せ
ん
の
で
、
大
丈
夫
で
す
。

　

ま
た
役
職
定
年
者
の
降
任
等
に
あ
た
っ
て
は
、

総
務
省
の
「
条
例
例
」
で
は
遵
守
す
べ
き
項
目

で
次
の
３
点
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

①
降
任
先
の
職
の
能
力
・
適
性
を
有
し
て
い
る

こ
と
、
②
非
管
理
職
の
で
き
る
限
り
上
位
の
職

に
降
任
す
る
こ
と
、
③
降
任
前
の
役
職
段
階
を

逆
転
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、
役
職
定
年
し
た
職
員
が
最
上
位
の

非
管
理
職
に
降
任
す
る
の
は
基
本
で
す
が
、
そ

の
級
の
職
員
が
増
え
る
こ
と
に
つ
い
て
総
務
省

は
、
降
任
し
た
職
員
を
「
別
途
管
理
」
す
る
と

通
知
で
示
し
て
い
ま
す
。
自
治
労
は
今
後
、
役

職
定
年
制
の
導
入
を
理
由
に
中
堅
層
の
昇
任
・

昇
格
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
求
め

て
い
き
ま
す
。

―
―
制
度
ス
タ
ー
ト
後
も
、
65
歳
定
年
の
完
成

ま
で
10
年
か
か
り
ま
す
。
そ
の
間
も
働
き
方
や

人
員
確
保
の
面
で
、
継
続
し
た
取
り
組
み
が
必

要
で
す
ね
。

　

そ
う
で
す
。
持
て
る
力
を
振
り
絞
っ
て
、
自

治
労
全
体
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

定年引き上げ
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定
年
引
き
上
げ
と
組
織
化
の
課
題

　

自
治
体
単
組
で
は
、
２
０
２
１
年
６
月
の
地

方
公
務
員
法
改
正
を
受
け
て
、
２
０
２
３
年
度

か
ら
順
次
定
年
を
引
き
上
げ
る
た
め
、
条
例
改

正
と
制
度
運
用
に
つ
い
て
の
労
使
交
渉
が
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
労
は
、
２
０
２
２
年
７
月
に
県
本
部
代

表
者
会
議
を
開
催
し
、
定
年
引
き
上
げ
に
関
連

す
る
労
使
交
渉
と
並
行
し
て
、
①
役
職
定
年
に

よ
っ
て
組
合
員
層
に
降
任
す
る
管
理
監
督
職
員
、

②
新
た
に
導
入
さ
れ
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
、
③
２
０
３
２
年
度
ま
で
の
暫
定
扱

い
と
な
る
現
行
の
再
任
用
職
員（
暫
定
再
任
用

職
員
）、
を
組
織
化
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
面（
10
年
間
）、
退
職
者
会（
単
会
）

へ
の
加
入
対
象
者
が
半
減
す
る
た
め
、
退
職
者

全
員
の
退
職
者
会
加
入
に
む
け
て
単
組
と
単
会

が
協
力
し
て
進
め
る
こ
と
や
、
退
職
後
の
じ
ち

ろ
う
退
職
者
団
体
生
命
共
済
へ
の
加
入
呼
び
か

け
対
象
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
も
お
示

し
し
て
き
ま
し
た
。

高
齢
層
職
員
の
組
織
化
の
状
況

　

自
治
労
は
、
２
０
０
０
年
５
月
の
第
１
２
１

回
中
央
委
員
会
に
お
い
て
「
対
象
者
全
員
の
自

治
労
加
入
を
達
成
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
す
る

組
織
化
方
針
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
取
り
組
み

当
初
は
、
対
象
者
＝
再
任
用
職
員
が
比
較
的
少

数
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
組
織
率
は
５
割
を

上
回
っ
て
い
ま
し
た
。
団
塊
の
世
代
の
大
量
退

職
な
ど
「
分
母
」
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
組
織

率
は
低
下
し
、
２
０
２
１
年
６
月
の
調
査
で
は

32
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す（
第
15
回
自
治
労
組

織
基
本
調
査
）。

　

こ
の
背
景
に
は
、
再
任
用
職
員
を
組
織
化
し

て
い
な
い
自
治
体
単
組
が
５
割
あ
る
こ
と
、
市

職
と
町
村
職
で
そ
の
割
合
が
高
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が（
図
）、
組
織
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
単

組
か
ら
も
、
高
齢
層
職
員
が
一
度
管
理
職
と
な
っ

た
こ
と
や
、
退
職
辞
令
や
退
職
金
を
受
け
取
っ

た
と
い
う
「
気
持
ち
的
な
区
切
り
」
か
ら
再
加

入
を
拒
む
と
い
う
実
態
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
層
職
員
を
組
織
化
し
な
い
場
合
に

起
き
る
こ
と
と
基
本
的
な
考
え
方

　

２
０
３
２
年
度
ま
で
、
段
階
的
に
定
年
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
制
度
完
成
と
な
る
２
０
３

２
年
度
で
、
年
齢
構
成
な
ど
を
単
純
化
し
て
考

え
る
と
、
定
年
引
き
上
げ
ゾ
ー
ン
で
あ
る
「
60

～
65
歳
」
の
職
員
は
10
％
前
後
を
占
め
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す（
※
前
提
条
件
別
記
）。

　

言
い
換
え
る
と
、
現
在
再
任
用
職
員
を
組
織

化
す
る
方
針
の
な
い
単
組
が
、
今
回
の
「
定
年

引
き
上
げ
」
に
お
い
て
も
同
様
の
立
場
を
と
り

続
け
た
場
合
に
は
、
組
合
員
が
10
％
前
後
減
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

※�

年
齢
ご
と
の
職
員
数
を
、
20
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
在
籍
人
員

数
が
同
一
と
仮
定
し
た
場
合

　
ま
た
、
組
合
員
の
定
年
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
た

め
、「
自
動
的
に
組
合
員
の
ま
ま
ス
ラ
イ
ド
す
る

の
で
大
丈
夫
」
と
考
え
て
い
る
単
組
執
行
部
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
10
年
間
は
現
行
の
再
任

用
職
員（
暫
定
再
任
用
）も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

同
じ
高
齢
層
職
員
で
組
合
員
と
非
組
合
員
が
混

在
し
、
不
公
平
感
に
よ
る
組
織
的
矛
盾
を
抱
え
る

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

65
歳
定
年
退
職
時
代
に
む
け

高
齢
層
組
合
員
の
組
織
化
方
針
の
確
立
を 

―
―
退
職
者
会
と
じ
ち
ろ
う
退
職
者
団
生
へ
の
結
集
を
進
め
よ
う

34.6%

50.9%

14.5%

都道府県職 県都・政令市全自治体単組（n=1,611）

組織化している

対象職員がいない

組織化していない

88%

8%
4%

77.4%

18.9%

3.8%

市職 町村職
12.1%

67.8%

20.1%

46.8%46.5%

6.6%

図　再任用職員の組織化
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特集

　

労
働
組
合
に
と
っ
て
、
職
場
の
仲
間
、
全
員

が
加
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
交
渉
力（
対

当
局
）の
観
点
か
ら
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、
職
場
の
問
題
に
つ
い
て
、
今
回
で
言
え

ば
高
齢
層
職
員
の
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、
組

合
員
当
事
者
と
し
て
執
行
部
に
求
め
る
こ
と
と
、

「
組
合
員
で
は
な
い
」
高
齢
層
職
員
と
し
て
求
め

る
こ
と
で
は
、「
重
み
」が
違
い
ま
す
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
現
役
の
組
合
役
員
が
、「
い

ず
れ
高
齢
層
職
員
と
し
て
同
じ
立
場
に
な
る
時

に
、
処
遇
や
働
き
方
に
つ
い
て
労
働
組
合
の
関

与
が
必
要
で
、
重
要
で
あ
る
」
と
確
信
し
て
取

り
組
む
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、
前
述
し
た

「
気
持
ち
的
な
区
切
り
」を
克
服
す
る
ポ
イ
ン
ト

の
一
つ
で
す
。

先
行
事
例
の
紹
介（
２
単
組
か
ら
）

　

第
96
回
自
治
労
定
期
大
会
に
お
い
て
も
、
高

齢
層
職
員
の
組
織
化
に
関
連
し
て
、
代
議
員
か

ら
本
部
へ
の
要
望
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
中

で
も
、
先
行
事
例
に
学
び
た
い
と
い
う
意
見
が

多
く
、
引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
つ
つ
、
さ

ま
ざ
ま
な
会
議
・
集
会
を
通
じ
て
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
、
石
川
県
本
部
石
川
県
職

員
労
働
組
合
の
取
り
組
み
事
例
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

再
任
用
職
員
制
度
発
足
か
ら
、
高
齢
層
職
員
に

つ
い
て
は
組
合
員
と
し
て
の
加
入
資
格
は
あ
っ

た
も
の
の
、
組
織
化
が
困
難
な
状
況
が
続
き
ま

し
た
。
２
０
１
６
年
か
ら
、
退
職
者
セ
ミ
ナ
ー

に
お
い
て「
と
く
に
手
続
き
を
し
な
い
限
り
、
継

続
し
て
の
加
入
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

組
合
へ
の
結
集
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と

説
明
し
、「
同
意
」
を
得
た
こ
と
で
、
毎
年
８
割

を
超
え
る
加
入
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
結
果
と

し
て
、
現
在
の
再
任
用
職
員
は
、
お
お
む
ね
組

織
化
さ
れ
た
状
況
に
あ
り
、
定
年
引
き
上
げ
後

に
お
い
て
も
同
様
の
取
り
組
み
を
基
本
に
組
織

化
に
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
大
阪
府
本
部
大
阪
市
職
関
係
労
働

組
合
の
取
り
組
み
で
す
。
２
０
０
９
年
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
が
議
会
に
よ
っ
て
一
方
的
に
廃

止
さ
れ
、
個
々
の
組
合
員
が
保
有
す
る
金
融
機

関
の
口
座
か
ら
組
合
費
を
引
き
落
と
し
て
い
る

こ
と
が
前
提
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

再
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
４

月
以
降
組
織
化
す
る
こ
と
を
、
単
組
の
中
央
委

員
会
で
確
認
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
４
月

以
降
は
現
役
か
ら
再
任
用
職
員
に
な
る
際
に
改

め
て
手
続
き
を
取
ら
ず
、
脱
退
届
を
出
さ
な
い

限
り
は
そ
の
ま
ま
組
合
員
と
し
て
扱
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
現
役
の
間
、
派
遣
や
消
防
局
な

ど
へ
の
異
動
、
管
理
職
員
へ
の
昇
任
に
つ
い
て

は
手
続
き
な
く
組
合
員
資
格
お
よ
び
チ
ェ
ッ
ク

オ
フ
を
停
止
し
、
組
合
員
エ
リ
ア
に
戻
っ
た
と

き
に
は
「
組
合
員
資
格
回
復
届
」
を
求
め
る
と

い
う
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
単
組
も
、
再
任
用
職
員
を
組
織
化

す
る
際
に
規
約
改
正
は
行
っ
て
お
ら
ず（
必
要

と
せ
ず
）、
組
織
化
方
針
を
機
関
会
議
で
確
認

す
る
こ
と
と
、
説
明
や
実
務
的
な
取
り
扱
い
を

変
更
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

組
織
化
の
ポ
イ
ン
ト

　

対
当
局
交
渉
に
お
け
る
優
位
性
や
、
高
齢
層

職
員
の
労
働
条
件
に
労
働
組
合
が
関
与
す
る
こ

と
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
触
れ
て
き
ま
し
た
が
、「
そ

う
は
言
っ
て
も
」
と
い
う
現
役
の
単
組
役
員
の
声

も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
確
か
に
組
織
化
が「
難

し
い
」と
感
じ
さ
せ
る
状
況
に
は
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
層
職
員
は
地
財
危
機
や
公
務
員
バ
ッ
シ

ン
グ
を
た
た
か
っ
て
き
た
私
た
ち
の
先
輩
で
す
。

助
言
や
支
援
の
お
願
い
や
、
あ
る
い
は
加
入
し

て
く
れ
な
い
こ
と
で
現
役
も
困
る
な
ど
の
お
願

い
を
、
率
直
に
伝
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
世
代
の
組
織
的
受
け
皿
と
し
て
、
例
え

ば
壮
年
部
や
高
年
部
を
作
り
、
結
集
を
呼
び
か

け
る
こ
と
も
、
当
事
者
参
加
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
や
意
見
集
約
を
進
め
る
観
点
で
有
効
で
す
。

　

そ
の
上
で
、
高
齢
層
の
働
き
方
や
、
職
務
・
級

の
格
付
け
な
ど
に
つ
い
て
、
知
識
・
技
術
・
経
験

な
ど
を
積
極
的
に
活
用
す
る
観
点
か
ら
従
前
の

取
り
扱
い
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
を
求
め
て
、

組
合
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
と
く
に
重
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
取
り
組
む
こ
と

　

ま
ず
は
、
組
合
規
約
を
執
行
部
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
年
齢
制
限
は
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、

組
合
員
の
資
格
を
「
△
△
市
に
勤
務
す
る
職
員
で

構
成
す
る
」
な
ど
、
実
際
の
運
用
で
管
理
職
員
や

消
防
職
員
を
除
外
す
る
扱
い
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
は
ず
で
す
。
規
約
に
、「
正
規
職
員
」と

い
っ
た
規
定
で
再
任
用
職
員
を
除
外
す
る
規
定

が
あ
る
場
合
に
は
、
規
約
改
正
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
直
近
の
大
会

な
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
お
い
て
、
組
合
の
方
針
と

し
て
、
組
合
員
と
し
て
加
入
さ
せ
る
こ
と
を
決
定

す
る
と
と
も
に
、「
手
続
き
や
意
思
確
認
を
ど
の

よ
う
に
す
る
か
」「
対
象
者
へ
の
説
明
会
や
お
知

ら
せ
を
ど
う
実
施
す
る
か
」
と
い
っ
た
具
体
的
な

進
め
方
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、
か

つ
て
執
行
部
を
担
っ
た
先
輩
た
ち
に
助
言
を
も

ら
う
こ
と
で
、
プ
ラ
ス
に
働
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

自
治
労
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
職
場
に

い
る
間
は
自
治
労
組
合
員
」
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

　退職者会は、地方自治や平和、社会保障制度を守
るための政策実現に取り組むとともに、退職者相互
の親睦や連携に努められています。とりわけ、組織
内をはじめとする各種選挙では、主体的な役割を担っ
ていただいている実態にあります。定年引き上げが
制度完成するまでの間、２年に１回は定年退職者が
いないという状況に対して、退職者全員の退職者会
加入にむけて、現役としても、しっかり取り組みを
強化する必要があります。
　あわせて、役職定年者や再任用職員に対する組合
加入の呼びかけや、定年前のライフプランセミナー
など、定年退職の前後を問わず、現役の時点から退
職者会への加入呼びかけを強化していきましょう。
　じちろう共済各種制度の利用と加入については、
自治労として役職定年者や暫定・定年前短時間再任
用職員のいずれの高齢層職員についても、組合員と
して組織化する方針から、じちろう共済の各種制度
については、現役世代同様としています。じちろう
共済を生活におけるメインの保障として引き続き位
置付ける、退職者団体生命共済については「職場を
離れた」元組合員を対象とする、という考え方で取
り組みをお願いします。

じちろう共済と退職者会への結集

定年引き上げ



「
働
く
」を
自
分
た
ち
で

豊
か
に
し
て
い
け
る
こ
と
に

気
付
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
言
葉
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日
常
の
組
合
活
動
へ
の
参
加
や
活
動
を
き
っ
か
け
に
組
合
員
同
士

が
出
会
い
、
そ
の
仲
間
か
ら
聞
い
た
「
言
葉
」
を
心
の
支
え
と
し

て
仕
事
や
活
動
へ
の
励
み
に
し
て
い
る
人
も
多
い
は
ず
で
す
。

最
終
回
と
な
る
今
回
も
、
あ
る
組
合
員
が
他
の
組
合
員
か
ら
言
わ

れ
た
言
葉
を
紹
介
し
、
読
者
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。

─第 14 回─

て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
驚
き
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
、
休
憩
室
の
設
置
に

関
す
る
決
ま
り
が
存
在
す
る
こ
と
を

知
ら
ず
、
休
む
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ

と
に
す
ら
疑
問
を
持
つ
こ
と
が
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。

　

信
﨑
さ
ん
は
高
知
で
は
い
わ
ゆ
る

「
は
ち
き
ん
」と
呼
ば
れ
る
、
気
が
強

く
て
皆
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
、
非

常
に
面
倒
見
の
良
い
方
で
し
た
の
で
、

勢
い
の
あ
る
口
調
で
言
わ
れ
た
言
葉

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
素
直
に

受
け
止
め
、
け
っ
し
て
怒
ら
れ
た
と

は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

加
え
て
、
信
﨑
さ
ん
の
「
お
か
し

い
こ
と
に
気
が
付
い
た
ら
、
自
分
で

調
べ
て
あ
な
た
が
ち
ゃ
ん
と
言
わ
な

い
と
い
け
な
い
の
よ
」
と
い
う
言
葉

に
は
、
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
、
単
組
役

員
と
し
て
の
責
任
を
ま
っ
と
う
す
る

こ
と
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
が
単
組
の
女
性
部
長
を
担
う
こ

と
に
な
っ
た
の
は
、
実
は
じ
ゃ
ん
け

ん
で
負
け
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
と
い

う
消
極
的
な
理
由
か
ら
で
す
。
女
性

部
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
生
理
休

暇
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
決
ま
っ
た
取
り
組
み

を
決
ま
っ
た
時
期
に
行
い
、
２
年
間

の
任
期
を
終
え
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　

見
学
の
当
日
、
信
﨑
さ
ん
は
休
憩

室
だ
け
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
が
頼
ん

疑
問
さ
え
持
た
な
か
っ
た

　

２
０
１
４
年
の
秋
に
単
組
の
女
性

部
長
に
着
任
し
て
間
も
な
く
、
県
本

部
の
女
性
部
長
会
議
に
出
席
し
た
時

の
こ
と
で
す
。
議
論
の
き
っ
か
け
は

覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
職
場
の
休
憩

室
に
関
す
る
話
題
に
な
り
、
私
は
自

分
の
職
場
に
休
憩
室
が
な
い
こ
と
を

話
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
当
時
の
県

本
部
の
女
性
部
長
だ
っ
た
県
職
連
合

の
方
が
「
今
度
私
た
ち
の
職
場
を
見

に
来
た
ら
？
」
と
言
っ
て
、
職
場
を

案
内
で
き
る
方
と
し
て
同
席
し
て
い

た
信
﨑
さ
ん
に
そ
の
場
で
依
頼
し
、

休
憩
室
の
見
学
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

信
﨑
さ
ん
は
、
そ
も
そ
も
職
場
に

休
憩
室
が
な
い
こ
と
に
驚
い
た
様
子

で
、
私
に
「
な
ん
で
そ
ん
な
ん
も
知

ら
ん
が
?!
」
と
言
っ
て
、「
労
働
安
全

衛
生
法
で
、
休
憩
室
は
男
性
用
と
女

性
用
に
区
別
し
て
設
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
決
ま
っ
て
い
る
の
よ
※
」

と
続
け
ま
し
た
。
こ
の
時
、
私
は「
こ

の
方
は
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
ま
で
知
っ

高
知
県
本
部 

香
南
市
職
員
労
働
組
合

（
当
時
：
香
南
市
職
員
労
働
組
合 

女
性
部
長
）

名な

倉く
ら 

海あ

子こ

さ
ん

な
ん
で

そ
ん
な
ん
も

知
ら
ん
が
?!

高知県本部
高知県職員連合労働組合

信
の ぶ

﨑
さ き

 由
ゆ

加
か

 さん

心
動
か
さ
れ
た〝
私
〟

最終回

言
っ
て
く
れ
た〝
仲
間
〟
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で
も
い
な
い
の
に（
笑
）、
組
合
事
務

所
や
役
員
を
紹
介
し
て
く
れ
て
、
組

合
の
イ
ロ
ハ
と
も
言
え
る
レ
ク
チ
ャ
ー

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
職
場
に
関
す
る
こ
と
に

対
し
て
は
受
け
身
の
姿
勢
で
し
た
が
、

こ
の
体
験
が
き
っ
か
け
と
な
り
、「
働

き
や
す
い
職
場
環
境
に
変
え
て
い
け

る
こ
と
と
、
そ
の
た
め
に
自
ら
行
動

を
起
こ
し
て
い
い
ん
だ
」
と
い
う
こ

と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

※�

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
６
１
８
条

　

�

事
業
者
は
、
常
時
50
人
以
上
又
は
常
時

女
性
30
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る

と
き
は
、
労
働
者
が
が
床
す
る
こ
と
の

で
き
る
休
養
室
又
は
休
養
所
を
、
男
性

用
と
女
性
用
に
区
別
し
て
設
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

環
境
改
善
に
む
け
て
前
進

　

当
時
は
酷
暑
の
時
期
、
周
り
の
同

僚
の
中
に
は
、
自
分
の
車
の
中
で
エ

ア
コ
ン
を
か
け
て
休
む
職
員
が
い
ま

し
た
。
市
役
所
内
に
は
、
具
合
が
悪

く
な
っ
て
も
一
時
的
に
身
体
を
休
め

る
場
所
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ

こ
で
取
り
急
ぎ
単
組
と
し
て
キ
ャ
ン

プ
用
の
折
り
畳
み
ベ
ッ
ド
を
購
入
し
、

空
い
て
い
る
部
屋
に
置
か
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
近
隣
の
自
治
体
の
多
く

は
新
庁
舎
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
し

た
の
で
、
他
の
単
組
に
も
協
力
を
お

願
い
し
、
そ
れ
ら
の
自
治
体
の
休
憩

室
の
設
置
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

実
際
に
確
か
め
た
設
置
状
況
を
基
に

し
て
、
当
局
と
の
交
渉
を
行
っ
た
結

果
、
災
害
な
ど
に
備
え
て
待
機
す
る

た
め
の
市
役
所
内
の
男
女
別
宿
直
室

を
、
職
員
な
ら
誰
で
も
一
時
的
に
身

体
を
休
め
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

兼
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

自
治
体
は
住
民
に
対
し
て
、
法
律

や
条
例
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
一
方
で
、
自
治
体
自
身
が

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
現
状
に

疑
問
を
持
つ
こ
と
、
自
分
自
身
で
確

か
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

組
合
活
動
を
身
近
な
も
の
に

　

単
組
役
員
と
し
て
の
活
動
に
楽
し

さ
を
感
じ
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の

後
も
続
け
て
県
本
部
の
女
性
部
副
部

長
を
２
年
間
務
め
、
２
０
１
８
年
４

月
か
ら
は
環
境
を
変
え
て
異
な
る
経

験
を
し
て
み
た
い
と
い
う
想
い
で
県

本
部
の
専
従
役
員
も
経
験
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

職
場
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
県
本
部

の
女
性
部
書
記
長
と
し
て
常
任
委
員

の
皆
と
知
恵
を
出
し
あ
い
、
会
議
の

方
法
や
回
数
を
減
ら
す
こ
と
で
常
任

委
員
の
負
担
感
を
軽
く
す
る
一
方
、

組
合
員
が
労
働
組
合
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
催
し
な
ど
の
開
催

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

直
近
で
は
、
若
年
層
の
常
任
委
員

の
ア
イ
デ
ア
を
基
に
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー

を
題
材
に
し
た
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
を

開
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
託
児
室

を
設
け
て
、
少
し
で
も
参
加
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
心
が
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
参
議
院
選
挙
を
控
え
た
時

期
に
ヨ
ガ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
姿
勢
を

と
っ
て
い
る
最
中
に
、
政
治
活
動
の

重
要
性
を
知
っ
て
も
ら
う
動
画
を
視

聴
し
て
も
ら
い
、
ヨ
ガ
で
身
体
を
動

か
し
た
後
に
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分

か
れ
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
意

見
交
換
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の

組
合
員
同
士
が
お
互
い
の
仕
事
や
職

場
環
境
を
知
り
あ
う
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。
そ
の
際
、
話
し
あ
う
テ
ー

マ
の
一
つ
と
し
て
、「
政
治
活
動
に
つ

い
て
ど
う
思
う
か
？
」
と
各
グ
ル
ー

プ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー（
常
任
委
員
）か

ら
問
い
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
政

治
活
動
を
労
働
組
合
の
一
つ
の
活
動

と
し
て
捉
え
、
お
互
い
が
政
治
に
つ

い
て
、
肩
肘
を
張
ら
ず
に
率
直
に
話

を
す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
感
想
で
も
「
意
外
と

楽
し
か
っ
た
」
と
の
声
が
あ
り
、
組

合
活
動
に
対
す
る
難
し
い
・
堅
い
、

と
い
っ
た
固
定
化
し
た
イ
メ
ー
ジ
を

良
い
意
味
で
裏
切
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
む
け
て
は
、
ま
ず
労
働
組

合
の
垣
根
を
低
く
し
て
、
組
合
員
が

若
年
層
の
う
ち
に
、
労
働
組
合
を
通

し
て
働
き
や
す
い
職
場
環
境
や
豊
か

な
職
業
人
生
を
つ
く
っ
て
い
け
る
可

能
性
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
女
性
が
「
も
う
一
度
役

員
を
担
っ
て
み
た
い
」
と
思
え
る
よ
う

に
、
組
合
活
動
の
運
営
に
携
わ
る
こ

と
が
本
人
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
感
じ

ら
れ
る
雰
囲
気
に
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
女
性
は
、
育
児
や
更
年

期
な
ど
の
身
体
と
の
付
き
あ
い
方
な

ど
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
が
目
ま

ぐ
る
し
い
の
で
、
豊
か
に
働
き
続
け

る
た
め
に
も
労
働
条
件
に
関
す
る
背

景
を
学
び
、
権
利
を
行
使
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

以
前
の
私
な
ら
き
っ
と
、
狭
い
世

界
の
中
で
業
務
だ
け
に
囚
わ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
も

し
信
﨑
さ
ん
の
よ
う
に
自
ら
の
労
働

条
件
に
対
し
て
積
極
的
に
関
心
を
持

つ
人
に
出
会
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
知

ら
な
か
っ
た
た
め
に
損
を
し
て
い
た

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
と
な
っ
て
は
、
他
の
単

組
の
仲
間
と
の
つ
な
が
り
は
私
に
と
っ

て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
も
あ
り
、
仕
事

を
続
け
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

名倉さんは特技のヨットをきっかけに大阪から高知へ移住。シー
カヤックなどの体験を企画し、職員同士の交流にも力を注ぐ

幅
広
い
世
代
の
組
合
員
が
参
加
し
た
ヨ
ガ
教
室
。

心
身
と
も
に
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
た
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わが組合事務所へ！
ようこそ、

奥
原
委
員
長（
以
下
、
奥
原
）　

市

立
大
町
総
合
病
院
は
長
野
県
の
大
北

地
域（
大
町
市
と
北
安
曇
郡〈
池
田
町
、

松
川
村
、
白
馬
村
、
小
谷
村
〉）約
６

万
人
の
医
療
を
支
え
る
総
合
病
院
で

す
。
病
院
職
員
労
組
の
組
合
員
は
２

４
４
人
。
半
数
以
上
が
看
護
師
で
構

成
さ
れ
、
医
師
の
医
局
、
臨
床
検
査

技
師
等
の
診
療
技
術
部
、
医
事
課
な

ど
の
事
務
部
が
あ
り
ま
す
。
組
合
に

は
役
職
者
を
除
い
た
正
規
職
員
の
ほ

ぼ
全
員
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
組
合
員

化
が
課
題
の
一
つ
で
す
。

武
井
書
記
長�

（
以
下
、
武
井
）　

執

行
部
と
代
議
員
制
度（
い
わ
ゆ
る
職

場
委
員
の
役
割
を
担
う
）が
組
合
組

代
議
員
制
度
で
現
場
の
声
を

し
っ
か
り
と
吸
い
上
げ
る

長野県の北西部、松本平の北に位置する大町市は、
「北アルプス一番街」といわれ、西部一帯に峻険な
北アルプスが連なる山岳観光都市。立山黒部アル
ペンルートの長野県側の玄関口であるとともに、
温泉地としても有名だ。人口は約2万6000人、
清冽な水とおいしいお米に恵まれ日本酒造も盛んだ。
そんな大町市の中心部にある市立大町総合病院職
員労働組合を訪問した。

織
の
根
幹
で
す
。
執
行
部
は
現
在
10

人
。
代
議
員
は
９
人
で
、
外
来
、
手

術
室
、
療
養
病
棟
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ

の
部
署
に
１
人
ず
つ
配
置
し
て
い
ま

す
。
執
行
委
員
会
、
代
議
員
会
と
も

に
月
１
回
開
催
。
代
議
員
を
通
し
て

現
場
の
声
を
し
っ
か
り
と
吸
い
上
げ
、

組
合
活
動
の
方
向
性
を
議
論
で
き
る

体
制
に
あ
り
ま
す
。
専
従
役
員
は
配

置
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
グ
ル
ー
プ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
駆
使
し
情
報
交
換

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
執
行
部
の
事

務
仕
事
や
会
議
準
備
な
ど
を
行
う
事

務
員（
書
記
）を
書
記
局
に
配
属
し
、

執
行
部
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

奥
原　

私
と
武
井
書
記
長
と
も
に
約

10
年
、
同
じ
役
職
を
続
け
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
多
く

の
労
働
組
合
で
は
、
執
行
部
の
選
出

を
各
部
署
で
持
ち
回
り
に
し
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
組
合
も
、

も
と
も
と
は
全
役
員
が
持
ち
回
り
で

任
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
、

２
０
１
２
年
に「
持
ち
回
り
制
」で
執

行
部
の
書
記
長
に
任
命
さ
れ
た
こ
と

が
始
ま
り
と
な
り
ま
す
。
執
行
部
経

験
ゼ
ロ
か
ら
の
書
記
長
職
務
は
難
航

を
極
め
、
当
局
と
の
交
渉
も
要
求
書

を
提
出
す
る
程
度
で
、
団
体
交
渉
も

ま
と
も
に
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。

そ
れ
で
、
執
行
部
活
動
を
継
続
し
経

執
行
部
持
ち
回
り
制
の
中

使
命
感
と
勇
気
を
持
っ
て
立
候
補
へ

「本気で変えたい」２人が
みんなを巻き込む労働組合
〜組合員、地域住民のために〜

長野県本部　市立大町総合病院職員労働組合

正 式 名 称 市立大町総合病院職員労働組合

組� 合� 員 244人（2022年8月25日現在）

専 従 役 員 0人

書 記 1人

所 在 地 長野県大町市大町3130

事務所位置 同上２階

新潟県新潟県

富山県富山県

岐阜県岐阜県

大町市

群馬県群馬県

山梨県山梨県

長野県長野県

静岡県静岡県愛知県愛知県

地域住民の医療を支える総合病院

77

最終回

ホワイトボードに奥原委員長の思
いがほとばしる。3行目は「幸せは
来やしない！ とりに行け！」

臨床工学技士の奥原
喜義委員長。団体交
渉では組合員の想い
を熱弁する熱血漢。

薬剤師の武井康訓書
記長。柔和な語り口
で組合のムードメー
カーでもある。

今年4月から書記とし
て皆さんをサポートす
る吉田はる美さん
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課
題
で
も
あ
る
後
進
の
育
成
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

奥
原　

経
験
の
蓄
積
や
活
動
の
継
続

性
と
い
う
長
所
が
顕
著
に
出
る
の
は
、

当
局
交
渉
の
場
面
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
間
私
た
ち
執
行
部
は
、
当
局
と

対
等
な
立
場
で
定
期
的
に
意
見
交
換

す
る
場
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
良
好
な
関
係
を
築

い
て
き
ま
し
た
。
当
局
も
組
合
の
代

議
員
制
度
を
通
し
た
現
場
の
声
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
と
直

接
、
接
し
て
い
る
の
は
他
で
も
な
い

私
た
ち
組
合
員
で
す
か
ら
。

武
井　

当
局
と
定
期
的
な
意
見
交
換

の
場
を
持
っ
て
き
た
こ
と
の
効
果
は
、

２
０
１
８
年
の
大
幅
な
賃
金
削
減
提

案
時
の
交
渉
で
も
発
揮
さ
れ
た
と
思

専
従
未
配
置
で
も
し
っ
か
り
と
交
渉

賃
金
カ
ッ
ト
提
案
を
押
し
返
す

い
ま
す
。
そ
の
提
案
は
病
院
の
経
営

不
振
に
よ
る
も
の
で
、
３
年
３
ヵ
月

に
わ
た
り
賃
金
の
２
・
３
～
３
・
８
％

を
独
自
カ
ッ
ト
す
る
と
い
う
も
の
で

し
た
。
そ
う
し
た
状
況
で
も
、
良
好

な
当
局
と
の
関
係
を
築
け
て
い
た
こ

と
で
、
両
者
が
病
院
の
未
来
に
む
け

て
前
む
き
な
議
論
が
で
き
た
こ
と
、

ま
た
、
長
野
県
本
部
や
衛
生
医
療
評

議
会
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
も
あ
り
、

交
渉
を
積
み
重
ね
る
中
で
削
減
率
、

期
間
と
も
に
提
案
を
大
幅
に
押
し
返

し
、
妥
結
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

奥
原　

執
行
部
に
と
っ
て
大
き
な
試

練
で
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
自

身
が
交
渉
に
参
加
し
生
の
声
を
ぶ
つ

け
た
こ
と
も
、
交
渉
結
果
の
好
転
に

つ
な
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
何
よ
り
も
、「
地
域
住
民
の
医
療

を
守
っ
て
い
る
の
は
私
た
ち
だ
」と
い

う
組
合
員
の
皆
さ
ん
自
身
の
職
に
対

す
る
自
負
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
成

果
で
す
の
で
、
そ
れ
を
誇
り
に
思
っ

て
い
ま
す
。

武
井　

私
た
ち
の
組
合
で
は
組
合
員

に
対
す
る
還
元
方
法
と
し
て
、
学
習

会
と
家
族
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
重

点
を
置
い
て
い
ま
す
。
学
習
会
で
は
、

労
金
や
じ
ち
ろ
う
共
済
と
連
携
し
、

お
金
や
保
険
に
関
し
て
、
若
年
時
代

か
ら
壮
年
時
代
ま
で
を
通
し
た
生
涯

学
習
会
と
家
族
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
組
合
員
に
還
元

心
身
と
も
に「
整
え
る
」

設
計
な
ど
の
講
座
を
開
催
し
、
個
人

相
談
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
は
、
地
元
大
町
温
泉
郷
で

の
入
浴
と
夕
食
バ
イ
キ
ン
グ
に
組
合

員
と
そ
の
家
族
を
招
待
す
る
催
し
が

好
評
を
得
て
い
ま
す
。
組
合
員
は
無

料
、
ご
家
族
も
格
安
で
す
。
温
泉
に

入
っ
て
家
族
団
ら
ん
し
、
心
身
を「
整

え
る
」
取
り
組
み
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

が
収
束
し
た
後
に
は
、
再
開
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

験
値
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

痛
感
し
、
選
挙
管
理
員
に
よ
る
次
期

執
行
部
選
出
時
に
執
行
委
員
長
と
し

て
立
候
補
し
ま
し
た
。
以
降
、
立
候

補
を
し
続
け
て
10
年
が
経
ち
ま
す
。

執
行
部
の
１
～
２
年
目
は
県
本
部
の

会
議
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
ほ
ぼ
す
べ

て
に
出
席
し
、
と
に
か
く
が
む
し
ゃ

ら
に
組
合
や
自
治
労
に
つ
い
て
学
ん

で
き
ま
し
た
。

武
井　

持
ち
回
り
制
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

ま
ず
は
組
合
活
動
に
執
行
部
と
し
て

触
れ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
側

面
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
す
べ
て
を
持

ち
回
り
制
に
す
る
と
、
や
は
り
組
合

活
動
の
経
験
の
蓄
積
や
継
続
性
な
ど

の
観
点
か
ら
困
難
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。

私
も
そ
れ
ら
を
実
感
し
、
勇
気
を
出

し
て
自
ら
立
候
補
し
ま
し
た
。
執
行

部
の
核
と
な
っ
て
、
持
ち
回
り
制
の
良

さ
を
引
き
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

団体交渉に組合員も多
数出席、長野県本部、
衛生医療評の協力も得
て提案を押し戻す

組合員の生涯設計に役
立てるろうきんセミナー

奥原委員長奥原委員長　　「地域住民の方々に安「地域住民の方々に安
心を与えたい」。そう強く思って活心を与えたい」。そう強く思って活
動しています。組合役員の適任者は、動しています。組合役員の適任者は、
もしかしたら「ちょっとこの人マニもしかしたら「ちょっとこの人マニ

アックだよね」くらいがちょうどいいのかもしアックだよね」くらいがちょうどいいのかもし
れません。組合員の思いを代弁し、当局と熱心れません。組合員の思いを代弁し、当局と熱心
に議論するエネルギーはそういうところから生に議論するエネルギーはそういうところから生
まれそうです。立候補したての頃は不安もありまれそうです。立候補したての頃は不安もあり
ました。しかし、学習・経験・交流を積むことました。しかし、学習・経験・交流を積むこと
が不安を解消してくれました。その結果、専従が不安を解消してくれました。その結果、専従
者未配置でもしっかりと団体交渉ができる体制者未配置でもしっかりと団体交渉ができる体制
にもなってきました。今後も書記長とともに熱にもなってきました。今後も書記長とともに熱
い二人で、全組合員を巻き込んで盛り上げていい二人で、全組合員を巻き込んで盛り上げてい
きたいと思います。ともに頑張りましょう。きたいと思います。ともに頑張りましょう。

武井書記長武井書記長　現場の私たち組合員の　現場の私たち組合員の
賃金・労働条件、地域医療政策の向賃金・労働条件、地域医療政策の向
上は地域住民の生活の質に直結しま上は地域住民の生活の質に直結しま
す。それを改善・向上させるため、す。それを改善・向上させるため、

勇気を出して組合役員に立候補し続けてきまし勇気を出して組合役員に立候補し続けてきまし
た。全国の皆さんも、持ち回り制の自分の役員た。全国の皆さんも、持ち回り制の自分の役員
期間だけで終わりにしないでください。それだ期間だけで終わりにしないでください。それだ
けの期間では、何も実現できないと思うからでけの期間では、何も実現できないと思うからで
す。誰かに変えてもらうのではなく、本気で地す。誰かに変えてもらうのではなく、本気で地
域のこと、組合員、自分たちの置かれている状域のこと、組合員、自分たちの置かれている状
況を変えたいと思うのなら、ぜひ続けてほしい。況を変えたいと思うのなら、ぜひ続けてほしい。
自分の熱い気持ちを自治労の仲間の活動を参考自分の熱い気持ちを自治労の仲間の活動を参考
にしながら、ともに燃やし続けましょう。にしながら、ともに燃やし続けましょう。

信州銘菓、田中屋の「雷鳥の里」。信州銘菓、田中屋の「雷鳥の里」。
欧風せんべいにクリームをサンドし欧風せんべいにクリームをサンドし
た欧風焼き菓子です。とても有名た欧風焼き菓子です。とても有名
なお菓子ですので、皆さんも一度なお菓子ですので、皆さんも一度
は食されたこともあるかと思います。は食されたこともあるかと思います。
実は田中屋さんは大町市にあります。実は田中屋さんは大町市にあります。
懐かしい味にふれながら、時々信懐かしい味にふれながら、時々信
州のことを思い出してください。州のことを思い出してください。

大町市の「いい
ね！」

読者の皆さんへ
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オ
ー
ル
ド
・
ボ
ー
イ
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｏ
Ｂ
Ｎ
）の
弊
害

系
な
女
性
社
員
ば
か
り
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

で
、
冒
頭
に
戻
る
が
、
件
の
会
合
と
は

「
ス
イ
ー
ツ
会
」
で
あ
る
。
社
長
お
気
に

入
り
の
ス
イ
ー
ツ
店
「
Ｐ
ｏ
ｕ
ｆ（
プ
ー

フ
）」で
、
週
末
に
社
長
と
有
志
で「
季
節

の
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
む
集
ま
り
」
が
開
か

れ
る
の
だ
。
そ
こ
で
や
り
と
り
さ
れ
る
、

部
署
を
越
境
し
た
「
お
し
ゃ
べ
り
」
が
結

構
重
要
な
情
報
源
で
も
あ
る
た
め
、
社

長
と
懇
意
な
取
引
先
の
人
た
ち
も
来
る

こ
と
が
多
い
。

　

ス
イ
ー
ツ
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
サ

ト
ウ
さ
ん
も
、
仕
事
の
た
め
に
な
る
か
ら

と
以
前
は
よ
く
参
加
し
て
い
た
が
、
次
第

に
足
が
遠
の
い
て
し
ま
っ
た
。
直
接
的
な

き
っ
か
け
は
、
と
あ
る
若
手
女
性
社
員
の

行
動
だ
っ
た
。
彼
女
は
あ
る
日
、
ブ
ル
ボ

ン
朝
末
期
の
フ
ラ
ン
ス
貴
婦
人
の
よ
う
に

高
々
と
し
た
盛
り
髪
を
作
り
、
そ
の
上
に

社
長
が
お
気
に
入
り
の
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
を

模
し
た
大
型
髪
飾
り（
プ
ー
フ
）
を
乗
せ

て
き
た
の
で
あ
る
。

　
「
お
店
の
名
前
に
ち
な
ん
で
、
マ
リ
ー・

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
み

ま
し
た
♪
」

に
は
所
狭
し
と
彼
女
が
世
界
中
か
ら
集

め
て
き
た
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
並
ん
で
い
る
。

　

先
代
は
財
界
著
名
人
や
芸
能
人
と
銀

座
や
六
本
木
で
飲
み
歩
き
、
豪
遊
の
武

勇
伝
も
数
多
あ
っ
た
が
、
現
社
長
は
ア
ル

コ
ー
ル
は
苦
手
と
い
う
よ
り
も
、
一
口
飲

ん
だ
だ
け
で
昏
倒
す
る
ほ
ど
「
無
理
」。

そ
の
代
わ
り
、
甘
味
に
は
目
が
な
い
。

　

現
社
長
の
社
内
報
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ

る
と
、
食
の
細
い
娘
に
気
を
も
ん
だ
先
代

に
、「
一
口
で
も
ご
飯
を
食
べ
た
ら
、
ご
褒

美
に
好
き
な
ス
イ
ー
ツ
を
い
く
ら
で
も
食

べ
て
い
い
」と
言
わ
れ
育
て
ら
れ
た
せ
い
か
、

大
人
に
な
っ
て
も
「
食
事
１
対
ス
イ
ー
ツ

９
」の
割
合
は
変
わ
ら
な
い
そ
う
だ
。

　

も
っ
と
も
、
先
代
の
英
才
教
育
の
お
か

げ
で
現
社
長
は
優
秀
な
女
性
で
は
あ
る
。

中
高
一
貫
の
名
門
女
子
校
か
ら
一
流
大
学

を
出
て
、
そ
の
後
海
外
の
ア
ー
ト
系
大
学

で
も
学
ん
で
い
る
。
た
だ
独
特
な
セ
ン
ス

の
せ
い
か
、
そ
も
そ
も
小
声
す
ぎ
て
言
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
に
く
い
の
に
、
聴

き
取
れ
た
と
し
て
も
内
容
は
結
局
わ
か
り

に
く
い
。
い
き
お
い
、
周
囲
に
い
る
の
は

比
較
的
社
長
と
波
長
の
あ
う
少
し
不
思
議

　

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
会
社
員
・
サ
ト

ウ
マ
コ
ト
さ
ん
は
、
憂
鬱
だ
っ
た
。
今
日

は
、
非
公
式
の
会
合
が
開
か
れ
る
日
だ
か

ら
だ
。

　

彼
の
勤
務
先
の
会
社
「
ロ
ー
ズ
・
ベ
ル

タ
ン
」
は
、
も
と
も
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中

心
と
し
た
高
級
輸
入
雑
貨
を
手
広
く
取

り
扱
っ
て
い
た
が
、
数
年
前
、
先
代
社
長

の
急
死
で
一
人
娘
が
跡
を
継
い
で
か
ら
、

扱
う
商
品
が
急
激
に
女
性
む
け
服
飾
品

ば
か
り
と
な
っ
た
。

　

も
と
も
と
女
性
社
員
が
多
く
、
女
性

む
け
商
品
が
得
意
な
会
社
で
は
あ
っ
た
。

先
代
の
社
長
は
、
バ
ブ
ル
期
に
こ
の
会
社

を
立
ち
上
げ
た
や
り
手
の
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
だ
っ
た
。
元
レ
ー
ス
ク
イ
ー
ン
の「
美

人
社
長
」
で
、
美
貌
だ
け
で
は
な
く
抜
群

の
経
営
セ
ン
ス
で
知
ら
れ
た
人
で
あ
っ
た
。

　

オ
ヤ
ジ
っ
ぽ
い
、
も
と
い
男
性
顔
負
け

の
竹
を
割
っ
た
よ
う
な
性
格
の
先
代
と
異

な
り
、
現
社
長
は
繊
細
か
つ
人
見
知
り
で

声
も
小
さ
く
、
半
径
１
メ
ー
ト
ル
以
内
に

近
づ
か
な
け
れ
ば
何
を
言
っ
て
い
る
の
か

聴
き
取
る
こ
と
も
難
し
い
。
か
わ
い
い
も

の
、
小
さ
い
も
の
が
大
好
き
で
、
社
長
室

（（3636））ryu tai seki gaku
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詩人・社会学者

水
み

無
な し

田
た

 気
き

流
り う

さん
早稲田大学大学院社会科学研究科博士後期課程単位
取得満期退学。國學院大學経済学部教授。著書に「シ
ングルマザーの貧困」（光文社新書）、「『居場所』のな
い男、『時間』がない女」（日本経済新聞出版）ほか。最
新刊は「多様な社会はなぜ難しいか　日本の『ダイバー
シティ進化論』」（日本経済新聞出版）。

　

そ
う
言
っ
て
彼
女
は
微
笑
ん
だ
。
そ
の

時
、
サ
ト
ウ
さ
ん
は
初
め
て
社
長
が
大
声

で
叫
ぶ
声
を
聴
い
た
。

　
「
キ
ャ
ー
！　

何
こ
れ
!?　

Ｋ
ａ
Ｗ
ａ

Ｉ
Ｉ
～
!!!
」

　

社
長
は
興
奮
す
る
と
、
日
本
語
の
発

話
も
英
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
調
に
な
る
と
い

う
噂
は
本
当
で
あ
っ
た
の
か
…
…
サ
ト
ウ

さ
ん
は
、
妙
な
と
こ
ろ
に
感
心
し
た
。
だ

が
、
Ｋ
ａ
ｗ
ａ
Ｉ
Ｉ
は
一
日
で
は
終
わ
ら

な
か
っ
た
。
翌
週
か
ら
ス
イ
ー
ツ
会
は
、

髪
飾
り
お
披
露
目
会
も
兼
ね
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

回
を
経
る
ご
と
に
髪
飾
り
の
形
の
奇

抜
さ
も
大
き
さ
も
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
今

で
は
、
何
か
し
ら
の
巨
大
髪
飾
り
を
乗
せ

な
い
と
参
加
で
き
な
い
雰
囲
気
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
40
代
後
半
の
ザ
・
普
通

の
お
じ
さ
ん
で
あ
る
サ
ト
ウ
さ
ん
に
は
、

こ
の
雰
囲
気
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
。

　
「
ち
ょ
っ
と
ち
ょ
っ
と
、
ス
ズ
キ
君
―
！

そ
れ
、
今
日
つ
け
る
の
？
」

　

女
性
社
員
の
声
に
振
り
向
く
と
、
若

手
ホ
ー
プ
で
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
男
子
」

の
ス
ズ
キ
ダ
イ
キ
君
が
、
桜
色
に
輝
く
真

鯛
型
プ
ー
フ
を
頭
に
つ
け
て
見
せ
、
茶
目
っ

気
た
っ
ぷ
り
に
微
笑
ん
で
い
る
。

　
「
え
ー
？　

か
わ
い
く
な
い
で
す
か
？

社
長
今
週
末
お
誕
生
日
だ
し
、
僕
お
祝

い
の
気
持
ち
を
込
め
て
手
作
り
し
た
ん
で

す
よ
。『
メ
デ
タ
イ
』型
プ
ー
フ
っ
て
☆
」

　
「
わ
か
る
け
ど
、
オ
ヤ
ジ
ギ
ャ
グ
っ
ぽ

い
～
！
」

　
「
似
合
わ
な
い
で
す
か
ー
？　

こ
の
桜

色
の
地
色
に
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
斑

点
を
か
わ
い
く
乗
せ
る
の
、
苦
労
し
た
ん

で
す
よ
ぅ
！
」

　

…
…
う
ん
、
似
合
っ
て
る
よ
ス
ズ
キ
君
。

多
分
彼
の
よ
う
な
タ
イ
プ
が
、
今
後
我
が

社
で
は
出
世
し
て
い
く
ん
だ
ろ
う
な
…
…
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
独
り
考
え
、
サ
ト
ウ
さ

ん
は
軽
く
嘆
息
し
た
。
実
際
、
会
議
前

の
根
回
し
そ
の
他
の
非
公
式
な
重
要
決

定
事
項
は
、
公
式
な
会
議
で
は
か
ら
れ

る
前
に
、
ほ
ぼ
こ
の
ス
イ
ー
ツ
会
で
決
定

し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

　

今
や
会
社
で
は
、
ス
イ
ー
ツ
と
か
わ
い

い
も
の
に
縁
遠
い
お
じ
さ
ん
社
員
か
ら
順

に
、
閑
職
に
追
い
や
ら
れ
た
り
、
い
つ
の

間
に
か
「
自
己
都
合
退
職
」
に
な
っ
た
り

し
て
い
る
…
…
。

　

も
ち
ろ
ん
、
上
述
し
た
よ
う
に
サ
ト
ウ

さ
ん
だ
っ
て
、
ス
イ
ー
ツ
会
に
参
加
し
た

い
の
は
山
々
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も

ス
イ
ー
ツ
を
心
か
ら
喜
ん
で
食
べ
ら
れ
な

い
た
め
、「
何
だ
か
無
理
し
て
な
い
？
」
な

ど
と
周
囲
の
女
子
社
員
に
心
配
さ
れ
て

し
ま
う
上
、
自
分
で
プ
ー
フ
を
着
け
る
こ

と
は
お
ろ
か
、
周
囲
の
女
子
社
員
と
息

ぴ
っ
た
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
「
か
わ
い
い

～
！
」
を
発
声
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

い
た
た
ま
れ
な
く
な
り
、
も
は
や
参
加
は

諦
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

―
―
今
日
も
ま
た
、
俺
が
入
れ
な
い

ス
イ
ー
ツ
会
で
、
何
か
重
要
事
項
が
週
明

け
会
議
に
か
か
る
前
に
、
決
定
さ
れ
る
ん

だ
ろ
う
な
あ
…
…
。
サ
ト
ウ
さ
ん
は
、
小

さ
く
肩
を
落
と
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

男
性
同
士
の
独
自
の
文
化
や
女
性
が

入
り
に
く
い
関
係
性
を
、
オ
ー
ル
ド
・
ボ
ー

イ
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｏ
Ｂ
Ｎ
）と
い
う
。

　

私
見
で
は
、
こ
れ
自
体
は
問
題
で
は
な

い（
同
性
同
士
の
方
が
気
安
く
つ
る
み
や

す
い
の
は
、
男
性
も
女
性
も
同
じ
だ
と
思

う
）の
だ
が
、
Ｏ
Ｂ
Ｎ
の
形
成
が
、
結
果

的
に
意
思
決
定
の
場
に
お
け
る
「
女
性
を

は
じ
め
と
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
排
除
」
に

つ
な
が
り
が
ち
な
点
は
問
題
と
考
え
る
。

　

Ｏ
Ｂ
Ｎ
が
話
題
に
な
る
と
、
よ
く
「
男

性
だ
っ
て
女
性
客
の
多
い
ス
イ
ー
ツ
店
な

ど
に
は
入
り
に
く
い
」
な
ど
と
い
う
反
論

が
上
が
る
。
だ
が
問
題
は
、
そ
の
場
が「
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
意
思
決
定
の
場
」
で
も

あ
る
場
合
だ
。

　

日
本
社
会
で
は
、
今
な
お
権
力
の
場
は

閉
鎖
的
な
Ｏ
Ｂ
Ｎ
の
場
で
も
あ
る
こ
と
が

多
く
、
こ
の
こ
と
が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が

根
づ
か
な
い
主
要
因
の
一
つ
と
も
言
え
る
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
男
性
が
入
り
に
く
い

場
が
そ
の
よ
う
な
意
思
決
定
の
場
だ
っ
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
…
…
と
考
え
て
い
た
ら
、

上
記
の
よ
う
な
妄
想
小
説
が
浮
か
ん
で
し

ま
っ
た
。
も
っ
と
も
事
実
は
小
説
よ
り
世

知
辛
く
、
日
本
社
会
の
Ｏ
Ｂ
Ｎ
の
問
題
は
、

私
の
妄
想
以
上
に
深
刻
か
も
し
れ
な
い
…
…
。
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「憲法をどう使うか？」の第26回は「公務員の労働基本権」について。団結権、団体
協約締結権、団体行動権の制約の法理とその「代償措置」としての人事院・人事委員
会勧告制度について、最高裁判所の判決の変遷をたどってみたい。

な
い（
地
方
公
務
員
法
55
条
１
項
・
２
項
、
国
家

公
務
員
法
１
０
８
条
の
５
第
１
項
、
第
２
項
）。

団
体
行
動
権（
争
議
権
）は
、
一
切
禁
止
さ
れ
て
い

る（
地
方
公
務
員
法
37
条
１
項
、
国
家
公
務
員
法

98
条
２
項
）。

　

ま
た
、
警
察
職
員
・
消
防
職
員
・
海
上
保
安
庁

職
員
・
刑
事
施
設
職
員
・
自
衛
隊
員
と
い
っ
た
公

務
の
停
滞
が
国
民
生
活
に
重
大
な
被
害
を
及
ぼ
す

職
種
に
つ
い
て
は
、
団
結
権
も
否
定
さ
れ
て
い
る

（
地
方
公
務
員
法
52
条
５
項
、
国
家
公
務
員
法
１

０
８
条
の
２
第
５
項
、
自
衛
隊
法
64
条
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
現
業
系
の
公
務
員
に
つ
い
て
は
、

団
結
権
・
団
体
協
約
を
締
結
す
る
団
体
交
渉
権
も

認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
団
体
行
動
権
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
。

全
逓
東
京
中
郵
事
件
か
ら

全
逓
名
古
屋
中
郵
事
件
ま
で

　

こ
の
よ
う
な
現
行
法
は
、
憲
法
上
、
ど
う
評
価

さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
裁
判
所
で
問
題
と
さ
れ
て
き

た
の
は
、
団
体
行
動
へ
の
刑
事
罰
の
合
憲
性
だ
っ
た
。

　

１
９
６
０
年
代
後
半
の
最
高
裁
は
、
公
務
員
の

2

ス
ト
ラ
イ
キ
を
延
々
と
続
け
れ
ば
、
や
が
て
企
業

全
体
が
倒
産
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
民
間
企
業
の

労
働
者
の
団
体
交
渉
や
団
体
行
動
に
は
、
市
場
原

理
と
い
う
大
き
な
限
界
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

国
・
自
治
体
は
行
政
権
を
独
占
し
て
お
り
、
市
場

競
争
の
相
手
は
い
な
い
。
さ
ら
に
、
業
務
に
は
最

高
度
の
公
共
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
停
滞
す
れ
ば
国

民
生
活
へ
の
被
害
は
甚
大
だ
。

　

そ
こ
で
、
公
務
員
に
つ
い
て
、
労
働
者
と
し
て

の
保
護
と
公
務
の
停
滞
の
防
止
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

た
制
度
が
必
要
と
な
る
。
現
行
法
で
は
、
ま
ず
、

国
に
つ
い
て
人
事
院
、
自
治
体
で
は
人
事
委
員
会

を
設
置
し
、
給
与
勧
告
な
ど
の
仕
組
み
を
通
じ
、

公
務
員
の
権
利
を
擁
護
す
る
。
こ
れ
を
労
働
基
本

権
の
代
償
措
置
と
い
う
。

　

そ
の
上
で
、
労
働
基
本
権
が
制
限
さ
れ
る
。
国
・

自
治
体
の
職
員
は
、
労
働
組
合
は
結
成
で
き
ず
、

職
員
団
体
の
結
成
が
認
め
ら
れ
る
に
止
ま
る（
地

方
公
務
員
法
52
条
３
項
、
教
育
公
務
員
特
例
法

29
条
、
国
家
公
務
員
法
１
０
８
条
の
２
第
３
項
）。

職
員
団
体
は
当
局
と
交
渉
は
で
き
、
地
方
公
務
員

の
場
合
、
書
面
協
定
の
締
結
も
で
き
る
が（
地
方

公
務
員
法
55
条
９
項
）、
団
体
協
約
は
締
結
で
き

は
じ
め
に

　

使
用
者
と
労
働
者
に
は
交
渉
力
の
差
が
あ
る
。

そ
れ
を
是
正
し
、
対
等
な
交
渉
を
促
す
に
は
、
労

働
組
合
を
作
る
権
利
や
、
団
体
交
渉
・
団
体
行
動

の
権
利
が
必
要
だ
。
そ
こ
で
、
憲
法
28
条
は
、
団

結
権
・
団
体
交
渉
権
・
団
体
行
動（
争
議
）権
の
労

働
基
本
権
を
保
障
し
た
。

　

た
だ
し
、
公
務
員
の
労
働
基
本
権
は
、
法
律
で

制
限
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
れ
に
関
わ
る
最

高
裁
判
所
の
考
え
方
を
整
理
し
て
行
こ
う
。

公
務
員
の
労
働
基
本
権

　

公
務
員
も
労
働
者
で
あ
る
以
上
、
使
用
者
た
る

国
・
自
治
体
と
公
務
員
と
の
間
に
は
、
労
働
条
件

を
め
ぐ
る
交
渉
力
格
差
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
公

務
員
に
も
、
労
働
基
本
権
が
保
障
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。

　

し
か
し
、
公
務
員
の
地
位
と
職
務
に
は
、
民
間

企
業
の
労
働
者
と
は
異
な
る
特
殊
性
が
あ
る
。
民

間
企
業
に
は
、
市
場
に
お
け
る
競
争
相
手
が
お
り
、

1
第26回

全
逓
東
京
中
郵
事
件
か
ら

全
逓
名
古
屋
中
郵
事
件
ま
で

　
　
―
―
公
務
員
の
労
働
基
本
権
を
考
え
る

憲 法 ？使を かうどう
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団
体
行
動
へ
の
刑
事
罰
に
つ
い
て
、
全
部
を
違
憲

と
は
し
な
い
も
の
の
、
根
拠
法
令
を
限
定
的
に
解

釈
し
、
刑
罰
の
対
象
を
狭
め
よ
う
と
し
て
き
た
。

　

そ
の
出
発
点
と
な
る
の
が
、
全
逓
東
京
中
郵
事

件
判
決（
最
大
判
昭
和
41
年
10
月
26
日
刑
集
20
巻

８
号
９
０
１
頁
）だ
。
こ
れ
は
、
全
逓
信
労
働
組

合
の
役
員
が
、
郵
便
局
員
に
働
き
か
け
、
勤
務
時

間
に
食
い
込
む
職
場
集
会
に
参
加
さ
せ
た
事
件
だ
っ

た
。
当
時
、
郵
便
局
員
は
現
業
国
家
公
務
員
の
身

分
に
あ
っ
た
。
役
員
た
ち
は
、
郵
便
物
不
取
扱
罪

（
郵
便
法
79
条
１
項
）を
理
由
に
起
訴
さ
れ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
労
働
組
合
法
１
条
２
項
は
、
労
働
組

合
の
団
体
行
動
は
正
当
行
為（
刑
法
35
条
）と
し
て
、

違
法
性
を
阻
却
す
る
と
定
め
て
い
る
。
被
告
人
ら

は
、
本
件
で
も
労
働
組
合
法
１
条
２
項
の
適
用
が

あ
る
と
主
張
し
た
。
判
決
は
、
被
告
人
の
主
張
を

認
め
、
問
題
の
集
会
が
労
働
組
合
法
１
条
２
項
の

認
め
る
範
囲
内
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
検
討
さ
せ

る
た
め
、
破
棄
差
し
戻
し
と
し
た
。

　

ま
た
、
都
教
組
事
件
判
決（
最
大
判
昭
和
44
年

４
月
２
日
刑
集
23
巻
５
号
３
０
５
頁
）も
、
団
体

行
動
へ
の
刑
事
罰
を
制
限
す
る
。
こ
の
事
件
で
は
、

公
立
小
中
学
校
の
教
職
員
へ
の
勤
務
評
定
制
度
導

入
に
反
対
す
る
た
め
、
東
京
都
教
職
員
組
合
が
、

組
合
員
に
集
会
参
加
を
指
示
し
、
多
く
の
教
職
員

が
一
斉
に
休
暇
を
と
り
、
集
会
に
参
加
し
た
も
の

だ
。
都
教
組
の
幹
部
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
あ
お
っ

た
と
し
て
、
地
方
公
務
員
法
37
条
１
項
・
61
条
４

号
に
基
づ
き
起
訴
さ
れ
た
。
地
方
公
務
員
法
61
条

４
号
は
、
地
方
公
務
員
の
争
議
行
為
を
あ
お
っ
た

者
に
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
を
科
し
て
い
た
。

　

判
決
は
、
憲
法
28
条
を
踏
ま
え
る
と
、
処
罰
範

囲
は
、
①
団
体
行
動
自
体
と
②
あ
お
り
行
為
の
双

方
に
悪
質
性
が
あ
る
場
合
に
絞
る
べ
き
と
し
、
被

告
人
全
員
を
無
罪
と
し
た
。
こ
れ
は
、「
二
重
の
し

ぼ
り
」論
と
呼
ば
れ
る
解
釈
だ
。

　

さ
ら
に
、
全
司
法
仙
台
事
件
判
決（
最
大
判
昭

和
44
年
４
月
２
日
刑
集
23
巻
５
号
６
８
５
頁
）は
、

国
家
公
務
員
法
１
１
０
条
１
項
17
号
の
団
体
行
動

の
あ
お
り
行
為
に
つ
い
て
も
、「
あ
お
り
行
為
等

を
処
罰
す
る
に
は
、
争
議
行
為
そ
の
も
の
が
、
職

員
団
体
の
本
来
の
目
的
を
逸
脱
し
て
な
さ
れ
る
と

か
、
暴
力
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
不
当
な
圧
力
を

伴
う
と
か
、
社
会
通
念
に
反
し
て
不
当
に
長
期
に

及
ぶ
な
ど
国
民
生
活
に
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
す
と

か
等
違
法
性
の
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、

あ
お
り
行
為
等
が
争
議
行
為
に
通
常
随
伴
す
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
要
す
る
も

の
と
解
す
べ
き
」
と
限
定
解
釈
を
施
し
た
。
た
だ

し
、
こ
の
事
案
で
問
題
と
な
っ
た
集
会
は
、
安
保

条
約
反
対
と
い
う
公
務
員
の
労
働
条
件
と
は
無
関

係
な
も
の
だ
っ
た
た
め
、
一
部
有
罪
の
判
決
が
出

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
１
９
６
０
年
代
後
半
は
、
公
務

員
の
団
体
行
動
へ
の
刑
罰
を
控
え
る
方
向
の
判
例

が
出
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
傾
向
は
す
ぐ
に
逆

転
す
る
。
全
農
林
警
職
法
事
件
判
決（
最
大
判
昭

和
48
年
４
月
25
日
刑
集
27
巻
４
号
５
４
７
頁
）は
、

全
司
法
仙
台
事
件
判
決
を
変
更
す
る
旨
を
明
示
し
、

「
二
重
の
絞
り
」
論
に
よ
ら
ず
、
あ
お
り
行
為
一
般

を
処
罰
す
る
解
釈
を
示
し
た
。
ま
た
、
地
方
公
務

員
に
つ
い
て
、
岩
手
教
組
学
テ
事
件
判
決（
最
大

判
昭
和
51
年
５
月
21
日
刑
集
30
巻
５
号
１
１
７
８

頁
）は
、
と
く
に
限
定
解
釈
を
加
え
な
く
て
も
地

方
公
務
員
法
61
条
４
号
は
憲
法
28
条
に
違
反
し
な

い
と
し
て
、
都
教
組
事
件
判
決
を
覆
し
て
い
る
。

最
後
に
、
全
逓
名
古
屋
中
郵
事
件
判
決（
最
大
判

昭
和
52
年
５
月
４
日
刑
集
31
巻
３
号
１
８
２
頁
）

は
、
全
逓
東
京
中
郵
事
件
判
決
を
変
更
し
、
現
業

公
務
員
の
団
体
行
動
に
は
労
働
組
合
法
１
条
２
項

の
適
用
は
な
い
も
の
と
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
公
務
員
の
団
体
行
動
へ
の
処
罰

を
控
え
よ
う
と
す
る
判
例
の
傾
向
は
す
ぐ
に
変
更

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

お
わ
り
に

　

公
務
員
の
職
務
と
地
位
の
性
質
を
考
え
る
と
、

最
高
裁
が
、
安
易
に
団
体
行
動
は
認
め
ら
れ
な
い

と
考
え
た
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
。
ま
た
、
１
９

６
０
年
代
の
諸
判
例
も
、
刑
事
罰
か
ら
の
免
責
を

認
め
た
だ
け
で
、
団
体
行
動
に
つ
い
て
、
民
事
の

不
法
行
為
責
任
や
懲
戒
処
分
に
つ
い
て
免
責
す
べ

き
と
ま
で
は
言
っ
て
い
な
い
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
ま
で
厳
し
い
態
度
を
と
る
の
で

あ
れ
ば
、
人
事
院
や
人
事
委
員
会
に
よ
る
代
償
措

置
は
厳
格
に
実
施
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
ら
の
第
三
者
機
関
の
勧
告
が
無
視
さ
れ
た
事

例
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
本
権
の
制
限
に
対
す
る

損
害
賠
償
を
認
め
る
な
ど
、
司
法
府
も
厳
し
い
態

度
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
公
務
員
の
労
働
基

本
権
と
そ
の
制
限
は
、
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
今
回
紹
介
し
た
事
件
で
問
題
と
な
っ
た

地
方
公
務
員
法
61
条
４
号
、
国
家
公
務
員
法
１
１

０
条
１
項
17
号
は
、
強
制
労
働
の
廃
止
に
関
す
る

条
約（
第
１
０
５
号
）の
締
結
の
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律（
令
和
３
年
法
律
第
75

号
）に
よ
り
、
現
在
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
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◆ 答える人 ◆

管
理
監
督
職
員
に
対
す
る

不
当
な
懲
戒
処
分
と
救
済
手
続

自
治
労
顧
問
弁
護
士

藤
原 

修
身

52

た
場
合
に
の
み
管
理
監
督
者
と
し

て
の
懲
戒
責
任
を
問
わ
れ
る
べ
き

も
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
担
当
職
員
と
管

理
監
督
職
員
の
職
責（
職
務
と
責

任
）
が
異
な
る
た
め
で
あ
り
、
人

事
行
政
上
の
常
識
だ
と
言
え
ま
す
。

県
知
事
が
定
め
た
「
懲
戒
処
分
等

の
基
準
」
や
、
こ
の
基
準
が
依
拠

し
て
い
る
人
事
院
の
「
懲
戒
処
分

の
指
針
」
も
同
じ
考
え
方
で
す
。

こ
の
「
基
準
」
と
「
指
針
」
が
、
い

ず
れ
も
管
理
監
督
職
員
に
対
す
る

訟
を
利
用
す
る
際
の
留
意
点
を
述

べ
、
組
合
と
し
て
の
組
織
的
な
取

り
組
み
の
重
要
性
に
つ
い
て
私
の

意
見
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
し
ま

す
。管

理
監
督
者
だ
け
を

懲
戒
に
す
る
の
は
違
法

⑴　

税
務
課
長
な
ど
部
下
職
員
を

管
理
監
督
す
る
立
場
の
職
員
は
、

担
当
職
員
が
事
務
処
理
上
の
過
失

に
つ
い
て
懲
戒
処
分
な
ど
を
受
け

　

県
税
の
滞
納
処
分
手
続
上
の
過

誤
と
し
て
は
珍
し
い
事
案
で
す
が
、

十
分
な
原
因
調
査
と
反
省
の
上
で

の
再
発
防
止
策
の
樹
立
な
ど
が
要

求
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

担
当
職
員
に
対
す
る
措
置
が
訓
告

で
あ
る
の
に
、
管
理
監
督
者
の
税

務
課
長
だ
け
を
懲
戒
処
分
に
す
る

の
は
違
法
と
考
え
ま
す
。
ま
ず
そ

の
理
由
を
説
明
し
、
人
事
委
員
会

で
の
不
利
益
処
分
審
査
請
求
手
続

と
裁
判
所
で
の
懲
戒
処
分
取
消
訴

「
監
督
責
任
関
係
」
は
、
担
当
職
員

に
対
す
る「
一
般
服
務
関
係
」な
ど

と
は
別
建
て
に
し
て
い
る
上
、「
指

導
監
督
不
適
正
」
の
場
合
の
懲
戒

は
、「
部
下
職
員
が
懲
戒
処
分
を
受

け
る
等
し
た
場
合
で
、
管
理
監
督

者
と
し
て
の
指
導
が
適
正
を
欠
い

た
場
合
」
に
限
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
だ
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
自
治
体
で
の
管

理
監
督
職
員
に
対
す
る
指
導
責
任

を
問
う
懲
戒
事
例
を
み
て
も
、
担

当
部
下
職
員
に
対
す
る
懲
戒
よ
り

軽
い
の
が
実
情
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
も
管
理
監
督
職
員
だ
け
を
懲
戒

処
分
に
す
る
こ
と
の
異
常
性
と
違

法
性
を
裏
付
け
る
で
し
ょ
う
。

⑵　

と
こ
ろ
で
、
本
件
滞
納
処
分

手
続
上
の
過
失
に
つ
い
て
、
担
当

職
員
を
懲
戒
に
す
る
こ
と
な
く
訓

告
に
し
た
の
は
、
滞
納
者
と
同
姓

同
名
で
生
年
月
日
も
同
じ
別
人
の

銀
行
預
金
を
差
し
押
さ
え
た
と
い

う
稀
な
事
例
に
関
す
る
も
の
で
、

過
失
の
原
因
、
事
故
後
の
対
応
、

勤
務
成
績
そ
の
他
諸
般
の
事
情
を

考
慮
し
た
上
で
の
結
論
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
担
当
職
員
に
対

す
る
訓
告
が
相
応
の
も
の
と
是
認

で
き
る
限
り
、
県
知
事
は
、
管
理

監
督
者
で
あ
っ
た
税
務
課
長
に
対

し
て
も
、
訓
告
以
下
の
措
置
を
取

る
べ
き
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
税
務
課
長
だ
け

を
戒
告
に
し
た
の
は
、「
懲
戒
処
分

等
の
基
準
」
に
違
反
し
、
懲
戒
に

お
け
る
「
公
正
の
原
則
」（
地
公
法

27
条
１
項
）お
よ
び「
平
等
取
扱
い

の
原
則
」（
同
法
13
条
）
に
も
違
反

す
る
も
の
で
、
違
法
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

県
税
事
務
所
の
滞
納
処
分
手
続
に
お
い
て
、
滞
納
者
と
同
姓
同
名
で
生
年
月
日
も
同
じ
別
人
の

銀
行
預
金
を
差
し
押
さ
え
る
事
故
を
生
じ
、
県
知
事
が
、
担
当
職
員
を
訓
告
と
し
、
税
務
課
長

を
戒
告
に
し
ま
し
た
。
税
務
課
長
（
組
合
員
）
は
、
管
理
監
督
者
だ
け
が
懲
戒
処
分
を
受
け
た
こ

と
に
納
得
で
き
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
懲
戒
処
分
が
許
さ
れ
る
も
の
か
、
ま
た
、
法
的

な
救
済
手
続
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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不
利
益
処
分
審
査
請
求
手
続

⑴　

被
処
分
者
の
税
務
課
長
が
懲

戒
処
分
を
不
服
と
し
て
法
的
救
済

手
続
を
取
る
場
合
に
は
、
ま
ず
県

の
人
事
委
員
会
へ
不
利
益
処
分
審

査
請
求
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
同
法
49
条
の
２
、
51
条
の
２
）。

　

こ
の
審
査
請
求
は
、
懲
戒
処
分

を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
３
ヵ
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん（
同
法
49
条
の
３
）。
審

査
請
求
書
に
記
載
す
る
不
服
の
理

由
は
簡
単
な
も
の
に
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
公
正
で
慎
重
な
審
理
な
ど

の
た
め
「
口
頭
」「
公
開
」
審
理
を

求
め
る
べ
き
で
し
ょ
う（
同
法
50

条
１
項
）。

　

な
お
、
公
開
口
頭
審
理
に
入
る

前
に
、
処
分
者
・
請
求
者
双
方
の

主
張
に
つ
い
て
争
点
の
整
理
と
立

証
計
画
な
ど
の
た
め
、
準
備
手
続

き
が
行
わ
れ
る
の
が
通
例
で
す
。

し
か
し
、
不
利
益
処
分
審
査
請
求

手
続
で
は
、
処
分
者
に
よ
る
主
張

立
証
が
先
行
す
る
こ
と
か
ら
も
、

準
備
手
続
の
段
階
で
争
点
を
絞
り

す
ぎ
る
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

⑵　

と
こ
ろ
で
、
人
事
委
員
会
で

の
審
査
は
、
県
知
事
が
行
っ
た
懲

戒
処
分
が
適
法（
合
法
）で
あ
る
か

だ
け
で
は
な
く
、
適
当（
妥
当
）で

あ
る
か
に
つ
い
て
も
行
わ
れ
る
懲

戒
処
分
の
再
審
査
手
続
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
審
理
の
場
に
は
、

県
知
事
が
懲
戒
処
分
を
行
う
際
に

根
拠
と
し
た
資
料
の
全
部
を
提
出

さ
せ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
ま
た
、「
懲

戒
処
分
等
の
基
準
」
の
運
用
実
態

や
管
理
監
督
者
に
対
す
る
懲
戒
事

例
な
ど
処
分
者
側
の
立
場
に
あ
る

者
の
証
人
尋
問
も
必
要
と
さ
れ
ま

す
。

　

な
お
、
本
件
懲
戒
処
分
の
よ
う

に
違
法
性
が
明
ら
か
な
事
案
で
は

人
事
委
員
会
の
和
解
勧
奨
に
よ
る

処
分
者
の
懲
戒
処
分
職
権
取
消
が

期
待
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

⑶　

人
事
委
員
会
の
裁
決
で
懲
戒

処
分
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
は
、

県
知
事
と
し
て
は
抗
争
が
で
き
な

い
た
め
確
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
も
し
懲
戒
処
分
が
承
認
さ

れ
た
場
合
に
は
、
被
処
分
者
は
裁

判
所
へ
懲
戒
処
分
取
消
訴
訟
を
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

懲
戒
処
分
取
消
訴
訟

⑴　

懲
戒
処
分
取
消
訴
訟
は
、
裁

懲
戒
処
分
の
公
平
性
を
担
保
し
、

懲
戒
権
者
の
判
断
が
恣
意
に
流
れ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
と

し
て
、
基
準
違
反
の
懲
戒
処
分
を

懲
戒
権
の
逸
脱
濫
用
と
認
め
、
懲

戒
処
分
を
取
り
消
す
判
決
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
人
事
委
員
会
で

懲
戒
処
分
承
認
の
裁
決
が
出
さ
れ

た
と
し
て
も
、
諦
め
な
い
で
く
だ

さ
い
。

組
合
と
し
て

組
織
的
取
り
組
み
の
重
要
性

⑴　

県
知
事
の
懲
戒
権
な
ど
の
人

事
権
は
、
労
働
組
合
と
し
て
も
基

本
的
に
尊
重
す
べ
き
で
あ
り
、
具

体
的
な
懲
戒
権
の
行
使
に
つ
い
て

組
合
が
異
議
を
唱
え
介
入
す
る
こ

と
は
避
け
る
の
が
当
然
で
す
。

　

し
か
し
、
組
合
は
、
本
件
懲
戒

処
分
の
よ
う
に
違
法
な
懲
戒
権
の

行
使
に
対
し
て
は
、
組
合
員
で
あ

る
被
処
分
者
の
権
利
利
益
を
守
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
違
法

不
当
な
懲
戒
処
分
が
許
容
さ
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
職
員
全
体
の
職

務
遂
行
に
つ
い
て
の
意
欲
を
損
な

う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
組
合
と
し
て
は
、

被
処
分
者
の
言
い
分
を
十
分
聴
く

決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か

ら
６
ヵ
月
以
内
に
提
起
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん（
行
訴
法
14
条
１

項
）。

　

と
こ
ろ
で
、
懲
戒
処
分
取
消
訴

訟
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
は
、
不

利
益
処
分
審
査
請
求
手
続
と
は
違

い
、
懲
戒
権
者
で
あ
る
県
知
事
の

行
っ
た
戒
告
処
分
が
裁
量
権
の
範

囲
を
超
え
る
場
合
ま
た
は
濫
用
で

あ
っ
た
場
合
に
限
り
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す（
同

法
30
条
）。
そ
の
た
め
、
懲
戒
処
分

が
適
当
で
あ
っ
た
か
ど
う
か（
妥

当
性
）
は
、
判
断
の
対
象
外
で
あ

る
と
い
う
訴
訟
制
度
上
の
制
約
が

あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

⑵　

し
か
し
、
本
件
懲
戒
処
分
は
、

最
初
に
述
べ
た
と
お
り
、
管
理
監

督
者
だ
け
を
懲
戒
に
し
た
も
の
で

違
法
性
が
強
い
と
言
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
懲
戒
権
者
で
あ
る
県

知
事
自
ら
が
定
め
た
「
懲
戒
処
分

等
の
基
準
」
に
も
違
反
す
る
懲
戒

処
分
は
、
県
知
事
の
持
つ
懲
戒
権

の
範
囲
を
逸
脱
し
、
こ
れ
を
濫
用

し
た
も
の
と
評
価
す
る
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

最
近
の
裁
判
例
を
み
て
も
、
本

件
と
事
案
は
全
く
異
な
り
ま
す
が
、

懲
戒
権
者
の
定
め
た
懲
戒
基
準
は
、

と
と
も
に
、
事
実
関
係
の
調
査
を

し
た
上
で
、
本
件
懲
戒
処
分
が
違

法
不
当
な
も
の
と
判
断
さ
れ
た
場

合
に
は
、
組
織
を
あ
げ
て
の
処
分

撤
回
闘
争
に
取
り
組
む
べ
き
で
し

ょ
う
。
な
お
、
こ
の
た
た
か
い
を

進
め
る
際
に
は
、
被
処
分
者
が
、

懲
戒
処
分
に
不
服
が
あ
っ
て
も
、

滞
納
者
で
は
な
い
別
人
の
銀
行
預

金
を
差
し
押
え
、
県
の
信
用
を
害

し
、
他
の
職
員
に
も
迷
惑
を
か
け

た
こ
と
に
よ
る
責
任
感
か
ら
、
法

的
な
救
済
手
続
を
取
る
の
に
消
極

的
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
組

合
と
し
て
の
物
心
両
面
で
の
支
援

が
望
ま
れ
ま
す
。

⑵　

そ
し
て
、
懲
戒
処
分
撤
回
闘

争
は
、
人
事
委
員
会
や
裁
判
所
で

の
た
た
か
い
に
限
局
す
る
こ
と
な

く
、
団
体
交
渉
に
よ
る
解
決
を
も

め
ざ
す
べ
き
で
す
。

　

労
使
交
渉
の
場
で
は
、
人
事
行

政
の
常
識
も
通
用
し
、
懲
戒
権
の

行
使
に
問
題
の
あ
っ
た
こ
と
を
認

め
あ
う
こ
と
は
難
し
く
な
い
は
ず

で
す
。
た
と
え
法
的
な
救
済
手
続

を
進
め
る
と
し
て
も
、
交
渉
に
よ

る
懲
戒
処
分
の
取
り
消
し
に
よ
る

決
着
へ
の
努
力
を
忘
れ
る
べ
き
で

な
い
で
し
ょ
う
。
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格
差
社
会
を
生
き
る
難
し
さ

　

ペ
ア
レ
ン
ト
ク
ラ
シ
ー
。

　

馴
染
み
の
な
い
言
葉
だ
が
、
副
題
が
、「
親
格
差
時
代
」
の
衝

撃
、
と
く
る
と
頷
け
る
。

　

本
書
で
は
ペ
ア
レ
ン
ト
ク
ラ
シ
ー
の
実
態
を
、
子
ど
も
、
保

護
者
、
学
校
・
教
師
、
教
育
行
政
の
実
態
を
紹
介
し
な
が
ら
考

察
す
る
。
親
を
選
べ
な
い
と
い
う
こ
と
を
「
親
ガ
チ
ャ
」
と
言

う
よ
う
だ
が
、
家
庭
環
境
が
子
ど
も
に
も
た
ら
す
影
響
は
今
も

昔
も
変
わ
り
は
な
い
。
格
差
社
会
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
も
今

に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
問
題
と
な
る
の
は
、
格
差
を
生

み
出
す
構
造
を
許
容
す
る
社
会
で
あ
り
、
そ
の
構
造
の
中
で
勝

者
に
な
ろ
う
と
す
る
思
考
で
は
な
い
か
。

　

本
書
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
代
は
「
個
性
尊
重
」

「
多
様
化
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
表
現
で
き
る
。
そ
れ
自
体

は
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
う
し
た
社
会
は
、
実
は

恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
人
々
の
私
的
欲
求
を
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包

む
レ
ト
リ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
は
著
者
の

指
摘
で
あ
る
。
著
者
は
教
育
分
野
の
専
門
家
で
あ
り
、
や
や
難

解
な
部
分
も
あ
る
が
、
多
く
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
参
考
文
献

も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
丁
寧
な
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

労
働
組
合
は
格
差
と
た
た
か
う
集
団
で
あ
る
。
私
た
ち
自
身

が
格
差
社
会
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
問
題
を
抱
え
な
が
ら
生
活
し

て
い
る
。
日
々
の
組
合
活
動
に
お
い
て
、「
格
差
」
と
向
き
あ
う

こ
と
が
軽
ん
じ
ら
れ
た
り
、
忘
れ
去
ら
れ
た
り
し
て
い
な
い
だ

ろ
う
か
。

橋
本 

春
樹（
自
治
労
文
芸
会
議
幹
事
・
近
畿
地
連
）
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review
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ペアレントクラシー
「親格差時代」の衝撃
志水 宏吉（著）
朝日新聞出版

ちゃんぽん
食べたかっ！
さだ まさし（著）
NHK出版

休暇旅こぼれ
ネタ

休暇旅こぼれ
ネタ

日本の水浴場88選のひとつ
である「浦田海水浴場」。ロ
ケット打ち上げで有名な種
子島の北端に位置するこの
海水浴場は、砂は白く、海
もとても綺麗で、湾になっ
ているため波も穏やかだ。
この海水浴場からそれほど
離れていない所に「馬毛島」
がある。今、「馬毛島」に自
衛隊の基地を建設する計画
が進められている。海岸で
子どもと遊びながら、いつ
までも平和で穏やかな場所
であってほしいと切に願った。森の緑、海の青、砂浜の白が美しい「浦田海水浴場」（鹿児島県・西之表市） 飛行機の窓から撮影した

「馬毛島」

故
郷
を
想
う
時
、
何
を
食
べ
た
い
で
す
か
？

　

ご
存
じ
、
長
崎
が
誇
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
さ
だ
ま

さ
し
の
自
伝
的
青
春
小
説
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
を
め
ざ
す
べ
く
上
京
す
る
情
景
か
ら
、
プ

ロ
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
る
、
吉
田
政
美
と
組
ん
だ
グ
レ
ー
プ
誕

生
時
ま
で
の
紆
余
曲
折
。

　

誰
し
も
が
成
長
期
に
経
験
す
る
挫
折
、
苦
労
、
悩
み
等
々
を

さ
だ
ま
さ
し
な
ら
で
は
の
軽
妙
な
タ
ッ
チ
で
青
春
時
代
を
振
り
返
っ

て
い
る
。

　

読
む
に
つ
れ
、
さ
だ
ま
さ
し
の
曲
が
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
な
っ
て
自
然
と

頭
の
中
で
流
れ
、
文
章
が
映
像
と
な
り
、
映
画
を
観
て
い
る
か
の

よ
う
な
感
覚
に
陥
る
。

　

小
説
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
食
べ
た
か
っ
！
」
の

フ
レ
ー
ズ
は
、
ま
さ
し
少
年
が
寂
し
さ
や
苦
難
に
直
面
し
た
時

に
長
崎
を
思
い
、
発
せ
ら
れ
る
も
の
だ
。
私
も
学
生
時
代
を
関

西
で
過
ご
し
た
が
、
確
か
に
、
長
崎
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
で
あ
る
ち
ゃ

ん
ぽ
ん
を
ち
ゃ
ん
と
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
店
は
、
当
時
の
関
西
に

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ま
さ
し
少
年
が
「
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
食
べ
た

か
っ
！
」
と
思
う
気
持
ち
に
共
感
。
何
度
か
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
の
ス
ー

プ
の
素
を
長
崎
で
買
っ
て
帰
り
、
関
西
の
友
人
た
ち
に
ち
ゃ
ん
ぽ

ん
を
振
舞
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
で
こ
そ
某
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
チ
ェ
ー

ン
が
あ
る
が
…
。

　

皆
様
も
本
書
を
読
ん
で
、
ぜ
ひ
長
崎
へ
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
を
食
べ
に

お
越
し
く
だ
さ
い
！永

田 

仁（
自
治
労
文
芸
会
議
幹
事
・
九
州
地
連
）
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編
集
後
記

Yoshiharu Tsuji

▼
平
均
費
用
１
９
５
万
円
。
や
や
古
い

数
字
だ
が
、
こ
れ
は
日
本
消
費
者
協

会
２
０
１
７
年
葬
儀
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
、
日
本
全
国
の
葬

儀
の
費
用
の
平
均
額
だ
。
▼
片
や
、
16

億
６
千
万
円
超
と
な
る
と
さ
れ
る
、
安

倍
元
首
相
の
「
国
葬
」。
多
数
の
参
列

者
が
見
込
ま
れ
る
有
力
政
治
家
の
葬
儀

と
、
普
通
の
庶
民
の
そ
れ
と
を
単
純
比

較
す
る
こ
と
は
意
味
が
な
い
と
言
わ
れ

よ
う
。
た
だ
そ
れ
で
も
、
あ
ま
り
に
常

軌
を
逸
し
た
金
額
で
は
あ
る
。
▼
マ
ス

コ
ミ
等
に
よ
れ
ば
、「
国
葬
」
に
反
対
だ

と
す
る
意
見
は
50
％
を
超
え
た
と
い
う
。

内
閣
支
持
率
は
30
％
を
切
っ
た
と
の
報

道
も
あ
る
。
先
の
参
議
院
選
挙
の
結
果

か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
変
化
だ
。
あ
の

選
挙
で
国
民
は
、
岸
田
内
閣
を
信
任

し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
識
者
は
、

安
倍
元
首
相
銃
撃
事
件
の
背
景
と
な
っ

た
自
民
党
と
旧
統
一
教
会
と
の
関
係
が

影
響
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
▼
た
だ
、

最
大
の
要
因
は
、「
国
葬
」な
ど
い
う
時

代
が
か
っ
た
発
想
と
、
法
的
根
拠
も
意

に
介
さ
ず
そ
れ
に
大
金
を
投
じ
る
こ
と

を
恥
じ
な
い
と
い
う
、
政
府
の
と
ん
ち

ん
か
ん
ぶ
り
に
、
国
民
は
嫌
気
が
さ
し

た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
▼
今
度
の「
国

葬
」
は
、
自
民
党
政
治
の
葬
式
と
し
よ

う
。
民
主
主
義
の
葬
式
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
強
く
、
そ
う
思
う
。�

（
和
）
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